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                                       プリント№３  

探究ブックの使い方  

探究ブックの使い方を説明します。 

 (１)左綴じにして、使いましょう。 

〈探究ブックの向き〉 

探究ブックを開いてみましょう。 

開いたとき、留め具は右側にありますか。 

配布されたプリントが左綴じにできるように 

右記のような向きにして使ってください。 

 

(２)表紙と背表紙に学年・クラス・出席番号・氏名を記入しましょう。 

〈表紙で記入する箇所〉 

・上から１本目と２本目のラインの間に 

探究ブックと記入する。 

・上から３本目のラインの上に 

学年・クラス・出席番号を記入する。 

・上から４本目のラインの上に 

氏名を記入する。 

 

〈背表紙〉 

〈背表紙で記入する箇所〉 

・上から１本目のラインの上に 

探究ブックと記入する。 

・上から１本目と２本目のラインの間に 

学年・クラス・出席番号を記入する。 

・上から２本目のラインの下に 

氏名を記入する。 

    

 

 

 

 

 (３)探究ブックは毎時間持参し、配布されたプリントはその都度綴じていきましょう。 

予告なく急遽回収することもありますので、毎時間持参してください。プリントには穴を開けて配布

しますので配布されたらファイリングしましょう。 

 

(４)配布されたプリントは、一番下に重ねて綴じましょう。 

探究ブックは、常に一番上が表紙で、表紙の下が１頁、２頁、３頁…となるように、配布されたプリ

ントは、一番下に重ねて綴じましょう。 

探究ブック 
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                                       プリント№４  

はじめに  

これから、古典を通して、探究学習を実施します。 

そもそも、探究学習とは何でしょうか。 

(１)探究学習とは 

物事の意義や本質を見極めようとする過程を通し、知識を獲得するだけでなく、汎用的な能力、思考 

力などを育成する学習のことを言います。 

自ら問いを発見し、知識を活用しながら、情報の収集、整理分析を行うことを通して、問いへの答え 

を見つけ、表現をし、新しい問いの発見をします。 

(２)探究学習の意義 

  急速なグローバル化や人工知能(AI)の進歩など、これまで以上に予測困難で変化が激しい社会で活

躍するためには、知識を獲得するだけでなく、思考力・判断力・表現力が必要です。深い思考力・判

断力・表現力を育むためには、自ら探究し答えを導く探究学習が最適です 

(３)探究のプロセス 

探究には調査(Research)→計画(Plan)→実施(Do)→評価(Check)→改善(Action)という R-PDCA サイ

クルがあります。 

具体的には、1.Research 調査(先行研究の概観、簡単な調査、学習課題の決定)→2.Plan 計画(基礎体

験、目標設定、計画立案)→3.Do 実施 (調査研究、作品制作、実践交流)→4.Check 評価(自己評価、相互

評価、プロジェクト評価)→5.Action 改善(改善案の作成、改善案の実行、学習の振り返り) という改善

のサイクルに沿って活動を積み上げていくことで、探究学習を実現させることができます。 

〈探究プロセスの構造図〉 
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(４)古典における探究学習の意義 

古典を通して探究学習を行うことで、「古典探究」の資質・能力を身に着けることができます。 

〈古典探究の資質・能力〉  

・作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典を読み，その内容の解釈を深めるこ

とができる。(次期学習指導要領「古典探究」読むこと・エ) 

・ 古典の作品や文章について，内容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めたりすること

ができる。 (次期学習指導要領「古典探究」読むこと・オ) 

・古典の文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分

の考えを広げたり深めたりすることができる。 (次期学習指導要領「古典探究」読むこと・カ) 

・関連する様々な文章に表れた情報を的確に捉え，分析し整理することで，自分のものの見方，感じ方， 

考え方を深めることができる。(次期学習指導要領「古典探究」読むこと・キ) 

 

つまり、以下のような力が身につきます。  

・様々な資料を読み比べる力 

・内容の解釈を深める力 

・資料から読み取って関連を考える力。 

・本文に書いていないことを補完する力。 

・自分の考えを深める力 

 

 

 (５)脚本作りの意義 

古典の授業で脚本を作ることを通して、読むことが深まり、表現力が身につきます。 

・読むことを深めるために、脚本を書きます。 

脚本作りは、情景描写や歴史的背景、中国の文化、文章の構造を意識しながら、本文から、人間関係

や行動から見える人物の気持ちをしっかり読み取り、様々な形式の関連資料からも背景知識等を補完す

る必要があります。 

よって、セリフの言い回しや情景描写を考えるうえで、推測や思いつきや個人が現在持っている表現

力に頼った創作活動をするのではなく、資料の読み取りを行ったうえで、その知識を活用しながら脚本

作りをするため、読むことに重きを置いた実践となります。 

つまり、書くことが目的ではなく、書くことによって読むことを深めるのが目的です。 

・表現力が身に付きます。 

本文や関連資料から深く読み取ったことを生かして、実感のもちにくい漢文の平面的な文章をドラマ

チックな文章へと変容させ、登場人物の複雑な人間関係や心理描写を反映させたオリジナル脚本を作る

ためには、表現を工夫して書く必要があります。 
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(６)古典における探究学習のサイクル 

今回の古典における探究学習においては、教科としての特性や単元内容を踏まえて、1.Research 調査

(①学習課題の提示 ②知識の習得)→2.Plan 計画(③計画立案)→3.Do 実施 (④調査研究 ⑤作品制作 

⑥実践交流)→4.Check 評価(⑦自己評価 ⑧相互評価 ⑨探究学習の評価)→5.Action 改善(⑩学習の振

り返り) というサイクルに沿って活動を積み上げていきます。 

〈古典における探究プロセスの構造図〉 

 

 (７)単元計画表 

回 日程 サイクル 活動 具体的な活動 

１ ／ ( ) 

限 
１調査 

①学習課題の提示 

②知識の習得 

・探究ブックを通して課題を確認する。 

・脚本作りに必要な知識を習得する。 

２ ／ ( ) 

    限 
２計画 

③計画立案 ・目的や方法、役割分担や実施スケジュール、

評価規準などを明確化し、課題経達成のため

の計画を立てる。 

３ ／ ( ) 

    限 
３実施 

④調査研究 

⑤作品制作 

・脚本作りに活用する資料を読み取る。 

・脚本を作成する。 

４ ／ ( ) 

    限 

５ ／ ( ) 

    限 
３実施 

⑥作品交流 ・脚本発表会を実施する。 

４評価 
⑦自己評価 ・作品の自己評価を行う。 

６ ／ ( ) 

    限 
４評価 

⑧相互評価 

⑨探究学習の評価 

・作品の相互評価を行う。 

・一連の学習の評価を行う。 

５改善 
⑩学習の振り返り 

 

・実施した学習を振り返る。 

５改善
⑩学習の振り返り

４評価

⑦自己評価 ⑧相互評価 ⑨探究学習の評価

３実施

④調査研究 ⑤作品制作 ⑥実践交流

２計画

③計画立案

１調査

①学習課題の提示 ②知識の習得

3 実施 

4 評価 

5 改善 

1 調査 

２計画 
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                                      プリント№５  

大学入学共通テスト  

２年後、高大接続改革によって、センター入試 は「大学入学共通テスト」へと変わります。 

 

(１)大学入学共通テストとは 

現在のセンター試験は 2020 年に廃止となり、大学入学共通テストが 2021 年度から実施となります。

皆さんが最初の受験者です。 

これからの先行き不透明な社会で活躍するためには、知識も大切ですが、自ら探究し答えを作り上げ

ていく深い思考力や判断力や、他者と協働する力などの様々な力が必要です。つまり、学力の３要素で

ある「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」と「主体性・多様性・協働性」をバランスよく身に

着けることがより重視されているのです。 

 

 (２)従来のセンター試験(国語)との違い  

「思考力・判断力・表現力」を身に着けているか判断するために、大学入学共通テストでは、以下の

ような変化があります。 

・記述問題が新設されます。 

…多面的・多角的な視点から解釈することや、目的や場面等に応じて文章を書くことが求められてい

ます。 

・問題が変化します。 

…大問ごとに固定化した分野から、一つの題材で出題される問題へと変わります。従来の、小説・評

論・古文・漢文という分野を越えて、題材を組み合わせたり、同一分野において複数の題材を組み

合わせたりする問題へと変化します。 

 

 

 (３)平成 29 年度「大学入学共通テスト」 施行調査の結果 

記述式問題は、20～30 時程度、40～50 字程度、80～120 字 程度を記述する問題がそれぞれ 1 問ず

つ出題されました。３問とも無解答率が低かったのにもかかわらず、80～120 字程度を記述する問題の

正答率は１割にも満たないという結果になりました。  

  

 

 



プリント№６ 

 

以上です。ご協力ありがとうございました！ 

古典探究【事前アンケート】   ４年（ ）組（ ）番（            ） 

◆このアンケートは、これから行う６時間分の授業をより良くするために役立てたいと思います。 

それぞれの項目の４～１の数字のあてはまるところに、一つずつ〇をつけましょう。 

４：とてもあてはまる ３：少しあてはまる ２：あまりあてはまらない １：全くあてはまらない 

※全ての問いの対象期間は、高校入学以降です。 

 

◆漢文について 

①漢文は好きです。 ‥……………………………………………………………‥‥‥                           

  理由 

 

 

②漢文の勉強で困っていることはあります。 ‥………………………………‥‥‥                                       

具体的に 

 

 

③三国志は好きです。 ‥……………………………………………………………‥‥‥                           

理由 

 

 

◆授業形態について  

④教員からの講義だけでなく、友達との話し合いを多用して進めていく‥…‥… 

授業の経験はあります。３か４を選んだ人は教科を教えてください。 

 

⑤設定された課題を通して、調査(Research)→計画(Plan)→実施(Do)→‥…‥… 

評価(Check)→改善(Action)という流れで進めていく授業を経験した 

ことはあります。 

 

◆ルーブリックについて  

⑥ルーブリック(評価のための判断基準表)を事前に提示して評価を行う‥…‥… 

授業を経験したことはあります。 

 

◆探究ブックについて 

⑦各自で課題解決できるように、予習の仕方や脚本の書き方や話し合いの仕方‥…‥… 

等の手引きなどのプリントを収録した探究ブックを、授業で活用した経験は 

あります。 

 

◆その他 

⑧上記以外で伝えたいことがあれば、何でも書いてください。 

 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 
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以上です。ご協力ありがとうございました！ 

                              以上です。ご協力ありがとうございました！ 



１限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 

１限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 

２限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 

３限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 

 
 

 

プリント№７ 

振り返りカード 貼り付けプリント 

４年(  )組(   )番(                ) 
 

◆振り返りカードとは 

授業の終わり５分で、［あなたがこの時間で習得したこと］と［わからなかったこと］に

ついて記入してもらうコメントぺーパーです。毎時間提出してもらい、次の時間で返却

しますので、この貼り付け用プリントに貼ってください。 

  

◆振り返りの意義とは 

≪振り返り≫は、学習課題を解決するために欠かせないものです！ 

自分自身が≪習得したこととわからなかったことを見つめる≫ことで、課題解決のた

めに、次に自分がすべき小さな課題が発見でき、答えに近づいていけます。また、教

科担当も読ませてもらい、次回以降より良い授業作りに生かしたいと思います♪ 

 
※学習課題:「死諸葛走生仲達(三国志)」を読んで、史伝の面白さや特徴を理解

し、登場人物の複雑な人間関係や心理描写を反映させたオリジナル脚本を作

ることを通して、自分なりの深い考えを持つことができるようになろう。 
 



５限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 

４限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 

５限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 

６限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 
 

６限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 

 

   

 



１限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 

  １限 

 

２限 

 

３限 

 

 

 

 

◆今日も５０分間お疲れ様！さあ、自分を振り返りましょう！       プリント№７ 

 

振り返りカード ４年(  )組(   )番(               ) 
≪振り返り≫は、学習課題を解決するために欠かせないものです！自分自身が≪習得したこととわから

なかったことを見つめる≫ことで、課題解決のために、次に自分がすべき小さな課題が発見でき、答えに

近づいていけます。また、教科担当も読ませてもらい、より良い授業作りに生かしたいと思います♪ 

①必須：あなたがこの時間で習得したことはなんですか？ 
 

 

   

 

 

②必須：あなたがこの時間でわからなかったことは何ですか？ 
 

   

 

 

                                              １ 

  

 

 

③お任せ：その他、教科担当に伝えたいことがあれば 

書いてください。 

  
 

※学習課題:「死諸葛走生仲達(三国志)」を読んで、史伝の面白さや特徴を理解し、

登場人物の複雑な人間関係や心理描写を反映させたオリジナル脚本を作ることを

通して、自分なりの深い考えを持つことができるようになろう。 

 

◆今日も５０分間お疲れ様！さあ、自分を振り返りましょう！       プリント№７ 

振り返りカード ４年(  )組(   )番(               ) 
≪振り返り≫は、学習課題を解決するために欠かせないものです！自分自身が≪習得したこととわから

なかったことを見つめる≫ことで、課題解決のために、次に自分がすべき小さな課題が発見でき、答えに

近づいていけます。また、教科担当も読ませてもらい、より良い授業作りに生かしたいと思います♪ 

①必須：あなたがこの時間で習得したことはなんですか？ 
 

 

 

 

 

②必須：あなたがこの時間でわからなかったことは何ですか？ 
 

 

   

      

                                  ２ 

                                               

  

 

 

③お任せ：その他、教科担当に伝えたいことがあれば 

書いてください。 

  
 

◆今日も５０分間お疲れ様！さあ、自分を振り返りましょう！       プリント№７ 

振り返りカード ４年(  )組(   )番(               ) 
≪振り返り≫は、学習課題を解決するために欠かせないものです！自分自身が≪習得したこととわから

なかったことを見つめる≫ことで、課題解決のために、次に自分がすべき小さな課題が発見でき、答えに

近づいていけます。また、教科担当も読ませてもらい、より良い授業作りに生かしたいと思います♪ 

①必須：あなたがこの時間で習得したことはなんですか？ 
 

 

 

 

 

②必須：あなたがこの時間でわからなかったことは何ですか？ 
 

   

 

 

                                              ３ 

  

◆今日も５０分間お疲れ様！さあ、自分を振り返りましょう！     プリント№７ 

振り返りカード ４年(  )組(   )番(               ) 
≪振り返り≫は、学習課題を解決するために欠かせないものです！自分自身が≪習得したこととわから

なかったことを見つめる≫ことで、課題解決のために、次に自分がすべき小さな課題が発見でき、答えに

近づいていけます。また、教科担当も読ませてもらい、より良い授業作りに生かしたいと思います♪ 

①必須：あなたがこの時間で習得したことはなんですか？ 
 

 

 

 

 

②必須：あなたがこの時間でわからなかったことは何ですか？ 
 

   

 
 

４ 

               

※学習課題:「死諸葛走生仲達(三国志)」を読んで、史伝の面白さや特徴を理解

し、登場人物の複雑な人間関係や心理描写を反映させたオリジナル脚本を作る

ことを通して、自分なりの深い考えを持つことができるようになろう。 

 

※学習課題:「死諸葛走生仲達(三国志)」を読んで、史伝の面白さや特徴を理解し、

登場人物の複雑な人間関係や心理描写を反映させたオリジナル脚本を作ることを通

して、自分なりの深い考えを持つことができるようになろう。 

 

※学習課題:「死諸葛走生仲達(三国志)」を読んで、史伝の面白さや特徴を理解し、

登場人物の複雑な人間関係や心理描写を反映させたオリジナル脚本を作ることを

通して、自分なりの深い考えを持つことができるようになろう。 

 



 

 

４限 

 

 

 

 

 

６限 

返却された振り返りカードを貼りましょう 
 

 

 

 

 

  

 

◆今日も５０分間お疲れ様！さあ、自分を振り返りましょう！   プリント№７ 

振り返りカード ４年(  )組(   )番(               ) 
≪振り返り≫は、学習課題を解決するために欠かせないものです！自分自身が≪習得したこととわから

なかったことを見つめる≫ことで、課題解決のために、次に自分がすべき小さな課題が発見でき、答えに

近づいていけます。また、教科担当も読ませてもらい、より良い授業作りに生かしたいと思います♪ 

①必須：あなたがこの時間で習得したことはなんですか？ 
 

 

 

 

 

②必須：あなたがこの時間でわからなかったことは何ですか？ 
 

   

 

 

 ５                                             

  

 

 

③お任せ：その他、教科担当に伝えたいことがあれば 

書いてください。 

  
 

◆今日も５０分間お疲れ様！さあ、自分を振り返りましょう！    プ リント№７ 

振り返りカード ４年(  )組(   )番(               ) 
≪振り返り≫は、学習課題を解決するために欠かせないものです！自分自身が≪習得したこととわから

なかったことを見つめる≫ことで、課題解決のために、次に自分がすべき小さな課題が発見でき、答えに

近づいていけます。また、教科担当も読ませてもらい、より良い授業作りに生かしたいと思います♪ 

①必須：あなたがこの時間で習得したことはなんですか？ 
 

 

 

 

 

②必須：あなたがこの時間でわからなかったことは何ですか？ 
 

   

 

 

                                             ６      

  

 

 

③お任せ：その他、教科担当に伝えたいことがあれば 

書いてください。 

  
 

※学習課題:「死諸葛走生仲達(三国志)」を読んで、史伝の面白さや特徴を理解

し、登場人物の複雑な人間関係や心理描写を反映させたオリジナル脚本を作るこ

とを通して、自分なりの深い考えを持つことができるようになろう。 

 

※学習課題:「死諸葛走生仲達(三国志)」を読んで、史伝の面白さや特徴を理解し、

登場人物の複雑な人間関係や心理描写を反映させたオリジナル脚本を作ることを

通して、自分なりの深い考えを持つことができるようになろう。 

 



 



プ
リ
ン
ト
№
８ 予

習
の
仕
方
の
手
引
き 

 

㈠
予
習
の
意
義 

予
習
は
、
初
見
の
漢
文
の
文
章
と
格
闘
し
て
、
自
分
の
力
を
試
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

初
見
の
漢
文
の
文
章
を
読
む
機
会
は
、
実
は
と
て
も
貴
重
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
入
試
は
初
見

の
文
章
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
い
か
に
初
見
の
漢
文
の
文
章
を
読
む
こ
と
に
慣
れ
る
か
が
大
切
な
の
で
す
。 

模
試
の
と
き
、
句
法
な
ど
覚
え
て
い
る
の
に
意
味
が
と
れ
な
い
な
ぁ
と
い
う
人
い
ま
せ
ん
か
？
漢
文
の
文
章
に
読

み
慣
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
予
習
を
通
し
て
、
初
読
の
漢
文
を
読
む
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

予
習
を
通
し
て
、
自
分
は
何
が
わ
か
ら
な
い
の
か
、
あ
ぶ
り
だ
し
て
か
ら
授
業
に
臨
む
こ
と
が
大
切
で
す
。 

漢
文
を
訳
す
際
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
当
然
で
す
。
予
習
の
段
階
で
、
完
璧
な
現
代
語
訳
を
し
な
き
ゃ
、
な
ど

と
決
し
て
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
完
璧
に
全
て
読
め
る
人
は
、
も
う
中
国
文
学
の
学
者
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
学
入
試
問
題
も
、
わ
か
ら
な
い
箇
所
が
あ
る
状
態
で
も
、
と
に
か
く
読
み
進
め
る
の
で
す
。
完
璧
に
全
て
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
、
自
力
で
読
ま
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
力
が
つ
き
ま
せ
ん
。） 

と
き
た
ま
、
思
い
詰
め
て
ネ
ッ
ト
で
訳
を
検
索
し
て
丸
写
し
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
た
だ
の
手
の
運
動
で
す
。
不

完
全
を
恐
れ
な
い
で
、
と
に
か
く
、
自
力
で
訳
す
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
い
っ
ぱ

い
あ
っ
て
い
い
の
で
す
。
あ
と
は
、
わ
か
ら
な
い
の
「
質
」
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

※
自
力
訳
の
仕
方
と
「
質
」
に
つ
い
て
は
、
プ
リ
ン
ト
№
１
０
「
現
代
語
訳
の
仕
方
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

㈡
予
習
の
注
意
事
項 

ノ
ー
ト
で
は
な
く
、
配
布
し
た
「予
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（プ
リ
ン
ト
№
９
）」
に
予
習
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

「
死
諸
葛
走
生
仲
達
」
の
学
習
は
、
全
て
プ
リ
ン
ト
で
行
い
ま
す
。
こ
の
授
業
で
配
布
し
た
プ
リ
ン
ト
は
一
枚
残
ら

ず
、
探
究
ブ
ッ
ク(

配
布
し
た
２
穴
フ
ァ
イ
ル)

に
ど
ん
ど
ん
綴
じ
て
い
き
ま
す
。
す
る
と
、
六
時
間
の
全
授
業
が
終
了

し
た
後
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
学
習
課
題
に
対
し
て
探
究
し
た
道
筋
が
残
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
探
究
ブ
ッ
ク
が

完
成
し
ま
す
。
そ
れ
を
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
死
諸
葛
走
生
仲
達
」
の
学
習
が
終
わ
る
と
ノ
ー
ト
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
ノ
ー
ト
は
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く 

だ
さ
い
。 

 

困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
相
談
に
き
て
く
だ
さ
い
。 

漢
文
の
予
習
に
取
り
組
む
う
え
で
も
、
な
に
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
等
が
あ
っ
て
、
一
人
で
悩
ん
で
い
た
の

な
ら
ば
、
遠
慮
な
く
相
談
に
き
て
く
だ
さ
い
。 

 

予
習
の
点
検
は
、
相
互
点
検
で
行
い
ま
す
。 

次
回
、
プ
リ
ン
ト
№
１
２
「
予
習
相
互
点
検
票
」
を
活
用
し
て
、
生
徒
同
士
で
予
習
の
相
互
点
検
を
行
い
ま
す
。 

 

 



㈢
予
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
つ
い
て 

一
段
目
は
本
文
、
二
段
目
は
書
き
下
し
文
、
三
段
目
は
現
代
語
訳
、
四
段
目
は
現
代
語
訳
に
役
立
つ
句
法
や
用
字
等
を
書

く
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
従
っ
て
、
予
習
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。 

        

<

予
習
の
手
順>

 

①
二
段
目
に
、
本
文
を
訓
読
し
て
書
き
下
し
文
を
記
入
。 

②
プ
リ
ン
ト
下
半
分
を
折
り
曲
げ
て
、
自
分
の
書
き
下
し
文
と 

裏
面
の
正
答
を
照
合
し
、
間
違
っ
た
箇
所
は
赤
ペ
ン
で
訂
正
。 

③
四
段
目
に
、
指
定
さ
れ
た<

句
法>

の
書
き
下
し
文
と
訳
を 

明
説
漢
文
で
調
べ
て
記
入
。 

④
三
段
目
に
、
四
段
目
の<

句
法
・用
字>

や<

脚
注
の
語
彙>

を 

活
用
し
て
、
現
代
語
訳
を
記
入
。 

  

㈣
予
習
状
況
の
目
標 

プ
リ
ン
ト
№
１
２
「
予
習
相
互
点
検
票
」
の
、
［よ
し
］の
評
価
以
上
を 

目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

  



        4         3                     2                           1             

 

 

４  

７  
確
認

  

【
本
文
】

死
 

 
セ
ル 

諸 

葛 

走

 
 

ラ
ス

二 

生

 
 

ケ
ル 

仲 

達

 
 

ヲ
一 

   

⑴ 

蜀１

 

漢

 

ノ 

丞２

 

相 

亮３

、

悉
 

 
ク
シ
テ

二 

衆 

十 

万

 
 

ヲ
一

、 

   

又 

由

 
 

リ
二 

斜５

 

谷 

口 

伐

 
 

チ
レ 

魏

 
 

ヲ

、 

   

進

 
 

ミ
テ 

軍

 
 

ス
二 

渭６ 

 

南

 
 

ニ

。 

   

⑵

魏

 
 

ノ 

大８

 

将 

軍 

司９

 

馬 

懿
、 

   

引

 
 

キ
テ

レ 

兵

 
 

ヲ 

拒１
０ 

守

 
 

ス

。 

   

⑶
亮 

数 

挑

 
 
 

ム
二 

司 

馬 

懿

 
 

ニ 

戦

 
 

ヒ
ヲ

一

。 

   

⑷
懿 

不
レ 

出

 
 

デ

。 

   

  

【
訓
読
】
死
せ
る
諸
葛
、
生
け
る
仲
達
を
走
ら
す 

   

⑴ 
 

           

⑵ 

       

⑶ 

   

⑷ 

   

教
科
書
一
四
三
頁 

死
諸
葛
走
生
仲
達(

十
八
史
略)

 

予
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

そ
の
１ 

 

四
年[

 
]

組[
 

]

番[
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
]
 

 

 



                       

 

 

予
習
の
仕
方 

  

【
現
代
語
訳
】
死
ん
だ
諸
葛
亮
が
生
き
て
い
る
司
馬
懿 

を
逃
走
さ
せ
た
。 

  

⑴ 

           

⑵ 

       

⑶ 

   

⑷ 

   

   

⑴ 
<

脚
注
の
語
彙>

 

１
蜀
漢…

三
国
時
代
の
二
二
一
年
に
、
劉
備
が 

漢 

を
再
興
す
る
と
し
て
建
て
た
王
朝
。 

２
丞
相…

君
主
を
支
え
て
す
べ
て
の
政
務
を
処
理

 
 

 

す
る
最
高
位
の
大
臣
。 

３
亮…

諸
葛
亮
（
一
八
一─

二
三
四
年
）
字
は
孔 

明
。
劉
備
に
仕
え
、
赤
壁
の
戦
い
で
魏
の
曹
操 

を
破
っ
た
。
劉
備
没
後
、
そ
の
子
の
劉
禅
を
補 

佐
し
、
「
出
師
の
表
」
を
奉
っ
て
漢
中
に
出
陣
、 

五
丈
原
で
魏
軍
と
対
戦
し
た
。 

４
悉…

出
し
尽
く
す
。
総
動
員
す
る
。 

 

５
斜
谷…

長
安
の
南
方
に
あ
る
谷
の
名
前
。
魏
か 

ら
蜀
へ
通
ず
る
道
の
入
り
口
に
あ
た
る
。 

６
渭
南…

「
渭
南
」
は
、
渭
水
の
南
岸
の
こ
と
で 

こ
こ
は
五
丈
原
一
帯
を
さ
す
。 

 

⑵ 
<

脚
注
の
語
彙>

 

７
魏…

三
国
時
代
に
曹
丕
が
建
て
た
王
朝
。 

８
大
将
軍…

軍
の
最
高
責
任
者
。
政
治
的
に
も
重 

責
を
担
う
。 

９
司
馬
懿…

一
七
九─

二
五
一
年
。
魏
の
重
臣
。 

字
を
仲
達
と
い
う
。 

10
拒
守…

防
ぎ
守
る
。 

         

①
二
段
目
に
、
本
文
を
訓
読
し
て
書
き
下
し
文
を
記
入
。
②
プ
リ
ン
ト
下
半
分
を
折
り
曲
げ
て
、
自
分
の
書
き
下
し
文
と 

裏
面
の
正
答
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
。
間
違
っ
た
箇
所
は
赤
ペ
ン
で
訂
正
。 

③
四
段
目
に
、
指
定
さ
れ
た<

句
法>

の
書
き
下
し
文
と
訳
を
明
説
漢
文
で
調
べ
て
記
入
。 

④
三
段
目
に
、
四
段
目
の<

句
法
・
用
字>

と<

脚
注
の
語
彙>

を
活
用
し
て
現
代
語
訳
を
記
入
。 

①
二
段
目
に
、
本
文
を
訓
読
し
て
書
き
下
し
文
を
記
入
す
る
。 

②
四
段
目
に
、
指
定
の
句
法
・
用
字
を
調
べ
て
記
入
す
る
。 

③
三
段
目
に
、
現
代
語
訳
を
記
入
。
訳
す
る
際
は
必
ず
、
四
段
目
の<

句
法
・
用
字>

と<

脚
注
の
語
彙>

を
活
用
せ
よ
。 

予習の手順 



                       

 

 

１５  

 

１６

「  

１２

「  

   

⑸

乃

 
 

チ 

遺
 
 

ル
ニ 

以

 
 

ツ
テ
ス

二 

巾１
１ 

幗 

婦 

人 

之 

服

 
 

ヲ
一

。 

   

⑹

亮

 
 

ノ 

使 

者 

至

 
 

ル
二 

懿

 
 

ノ 
軍

 
 

ニ
一

。 

   

⑺
懿 

問

 
 

ヒ
テ

二 

其

 
 

ノ 

寝 

食 

及

 
 

ビ 

事

 
 

ノ 

煩 
簡

 
 

ヲ
一

、 

   

而 

不 

レ

及

 
 

バ 

二

戎１
３ 

事

 
 

ニ
一

。 

   

⑻
使 

者 

曰

 
 

ハ
ク

、 

   

「
諸 

葛 

公 

夙

 
 

ニ 

興

 
 

キ 

夜

 
 

ニ 

寝

 
 

ネ

、 

   

罰１
４ 

二 

十 

以 

上

 
 

ハ 

皆 

親

 
 

ラ 

覧

 
 

ル

。 

   

⑼

所

 
 

ハ
二 

噉 

食

 
 

ス
ル

一

、
不 

レ

至

 
 

ラ 

二

数 

升

 
 

ラ
一

。
」 

   

   

⑸ 

   

⑹ 

   

⑺ 

        

⑻ 

          

⑼ 

   

教
科
書
一
四
三
頁 

死
諸
葛
走
生
仲
達(

十
八
史
略)

 

予
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

そ
の
２ 

 

四
年[

 
]

組[
 

]

番[
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
]
 

 

 



                       

 

 

   

⑸ 

   

⑹ 

   

⑺ 

       

⑻ 

           

⑼ 

   

   

⑸ 
<

脚
注
の
語
彙>

 

11
巾
幗…

女
性
の
装
身
具
。 

 

⑺ 
<

脚
注
の
語
彙>

 
 

12
事
煩
簡…

仕
事
の
多
さ
。 

13
戎
事…

軍
事
。 

 

⑻ 
<

脚
注
の
語
彙>

 

 
 

14
罰
二
十
杖
…
二
十
回
叩
く
体
罰
。
刑
罰
の
う
ち 

 
 

 

最
も
軽
い
も
の
の
一
つ
。 

 

⑼ 
<

脚
注
の
語
彙>

 

15
所
噉
食
…
食
べ
る
も
の
。
食
事
の
量
。 

16
升…

当
時
の
一
升
は
、
約
〇
・
二
リ
ッ
ト
ル
。 

                  

①
二
段
目
に
、
本
文
を
訓
読
し
て
書
き
下
し
文
を
記
入
。
②
プ
リ
ン
ト
下
半
分
を
折
り
曲
げ
て
、
自
分
の
書
き
下
し
文
と 

裏
面
の
正
答
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
。
間
違
っ
た
箇
所
は
赤
ペ
ン
で
訂
正
。 

③
四
段
目
に
、
指
定
さ
れ
た<

句
法>

の
書
き
下
し
文
と
訳
を
明
説
漢
文
で
調
べ
て
記
入
。 

④
三
段
目
に
、
四
段
目
の<

句
法
・
用
字>

と<

脚
注
の
語
彙>

を
活
用
し
て
現
代
語
訳
を
記
入
。 

①
二
段
目
に
、
本
文
を
訓
読
し
て
書
き
下
し
文
を
記
入
す
る
。 

②
四
段
目
に
、
指
定
の
句
法
・
用
字
を
調
べ
て
記
入
す
る
。 

③
三
段
目
に
、
現
代
語
訳
を
記
入
。
訳
す
る
際
は
必
ず
、
四
段
目
の<

句
法
・
用
字>

と<

脚
注
の
語
彙>

を
活
用
せ
よ
。 



                       

 

 

１７  

１８  

   

⑽
懿 

告
 
 

ゲ
テ

レ 

人

 
 

ニ 

曰

 
 

ハ
ク

、
「
食 

少 

事 

煩

 
 

ハ
シ

。 

   

⑾

其

 
 

レ 

能

 
 

ク 

久

 
 

カ
ラ
ン 

乎

 
 

ト

。
」 

   

⑿
亮 

病 

篤

 
 

シ

。 

   

⒀

有

 
 

リ
二 

大 

星
一

、

赤

 
 

ク
シ
テ 

而 

芒

 
 

ア
リ

。 

   

⒁

墜

 
 

ツ 

二

亮

 
 

ノ 

営 

中

 
 

ニ
一

。 

   

⒂

未

 
 

ダ
レ 

幾

 
 

ナ
ラ 

亮 

卒

 
 

ス

。 

   

⒃ 

長１
９ 

史 

楊２
０ 

儀
、

整

 
 

ヘ
テ 

レ

軍

 
 

ヲ 

還

 
 

ル

。 

   

⒄
百２

１ 

姓 

奔

 
 

リ
テ 

告

 
 

グ 

レ

懿

 
 

ニ

。 

   

   

⑽ 

   

⑾ 

   

⑿ 

   

⒀ 

   

⒁ 

   

⒂ 

   

⒃ 

   

⒄ 

   

教
科
書
一
四
三
頁 

死
諸
葛
走
生
仲
達(

十
八
史
略)

 

予
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

そ
の
３ 

 

四
年[

 
]

組[
 

]

番[
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
]
 

 

 



                       

 

 

   

⑽ 

   

⑾ 

   

⑿ 

   

⒀ 

   

⒁ 

   

⒂ 

   

⒃ 

   

⒄ 

   

   

⑾ 
 

<

句
法>

 

🐼
 

レ
其 

よ

ク
能 

 

〔
セ
〕
ン
や

～
乎

 
 
(

明
説 

頁)
 

意
味
…
［ 

 
 

］ 

書
き
下
し
文
… 

訳
… 

 
 

 
 ⒀ 

<

脚
注
の
語
彙>

 

17
芒…

彗
星
の
長
い
尾
。
異
常
な
天
文
現
象
は
、 

 
 

 
 

悪
い
こ
と
の
予
兆
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。 

 
⒂ 

<
脚
注
の
語
彙>

 
 

18
卒…

死
ぬ
。
高
官
な
ど
の
死
に
用
い
る
。 

 

⒃ 
<

脚
注
の
語
彙>

 

19
長
史…

役
人
を
監
督
す
る
役
職
。 

20
楊
儀…

？─

二
三
五
年
。
諸
葛
亮
の
部
下
。 

 

⒄ 
<

脚
注
の
語
彙>

 

21
百
姓…

人
民
。
庶
民
。 

             

①
二
段
目
に
、
本
文
を
訓
読
し
て
書
き
下
し
文
を
記
入
。
②
プ
リ
ン
ト
下
半
分
を
折
り
曲
げ
て
、
自
分
の
書
き
下
し
文
と 

裏
面
の
正
答
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
。
間
違
っ
た
箇
所
は
赤
ペ
ン
で
訂
正
。 

③
四
段
目
に
、
指
定
さ
れ
た<

句
法>

の
書
き
下
し
文
と
訳
を
明
説
漢
文
で
調
べ
て
記
入
。 

④
三
段
目
に
、
四
段
目
の<

句
法
・
用
字>

と<

脚
注
の
語
彙>

を
活
用
し
て
現
代
語
訳
を
記
入
。 

①
二
段
目
に
、
本
文
を
訓
読
し
て
書
き
下
し
文
を
記
入
す
る
。 

②
四
段
目
に
、
指
定
の
句
法
・
用
字
を
調
べ
て
記
入
す
る
。 

③
三
段
目
に
、
現
代
語
訳
を
記
入
。
訳
す
る
際
は
必
ず
、
四
段
目
の<

句
法
・
用
字>

と<

脚
注
の
語
彙>

を
活
用
せ
よ
。 



                       

 

 

   

⒅
懿 

追

 
 

フ
レ 
之

 
 

ヲ

。 

   

⒆
姜２

２ 

維 

令

 
 

ム 

二

儀

 
 

ヲ
シ
テ 

反

 
 

シ 
レ

旗

 
 

ヲ 

鳴

 
 

ラ
シ
テ

レ

鼓

 
 

ヲ

、 

   

若

 
 

ク
一
レ 

将

 
 

ニ 

レ

向

 
 

カ
ハ
ン
ト

レ 

懿

 
 

ニ

。 

ル
ガ 

   

⒇
懿 

不
二 

敢

 
 

ヘ
テ 

逼

 
 

ラ
一

。 

   

(21) 

百 

姓 

為

 
 

リ
テ

二 

之

 
 

ガ 

諺

 
 

ヲ
一 

曰

 
 

ハ
ク

、 

   
 「

死

 
 

セ
ル 

諸 

葛
、

走

 
 

ラ
ス 

生

 
 

ケ
ル

二 

仲 

達

 
 

ヲ
一

。
」 

   

(22)
懿 

笑

 
 

ヒ
テ 

曰

 
 

ハ
ク

、
「
吾 

能

 
 

ク 

料

 
 

ル
モ

レ 

生

 
 

ヲ

、 

   

不

 
 

ト
レ 

能

 
 

ハ
レ 

料

 
 

ル
レ

死

 
 

ヲ

。
」 

  

   

⒅ 

   

⒆ 

        

⒇ 

   

(21) 
 

       

(22) 
 

      

教
科
書
一
四
三
頁 

死
諸
葛
走
生
仲
達(

十
八
史
略)

 

予
習
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

そ
の
４ 

 

四
年[

 
]

組[
 

]

番[
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
]
 

 

 



                       

 

 

   

⒅ 

   

⒆ 

        

⒇ 

   

(21) 
 

       

(22) 

      

   

⒆<

脚
注
の
語
彙>

 

22
姜
維
‥
二
〇
二─

六
四
年
。
蜀
の
将
軍
。 

<

句
法>

 

🐼

し
ム令

二 
 

ヲ
シ
テ

Ａ 
 

 

セ

Ｂ
一 

 
 

(

明
説 

頁)
 

意
味
…
［ 

 
 

］ 

書
き
下
し
文
… 

訳
… 

 
 

 
 
 
 
🐼

若
〜 

 
 

 
 

 
 

(

明
説 

頁)
 

 
 

 

意
味
…
［ 

 
 

］ 

書
き
下
し
文
… 

訳
… 

 
 

🐼
将 

 
 

 
 

 
 

 
(

明
説 

頁)
 

 
 

 
 

意
味
…
［ 

 
 

］ 

書
き
下
し
文
… 

訳
… 

 
 

 

⒇<

句
法>

 
 

 
 
🐼

不
二 

敢 
 

〔ｾ

〕

～
一 

 
(

明
説 

頁)
 

意
味
…
［ 

 
 

］ 

書
き
下
し
文
… 

訳
… 

 
 

 

(21)<

句
法>

 
 

🐼

能
〜 

 
 

 
 
 

 
 

(

明
説 

頁)
 

意
味
…
［ 

 
 

］ 

書
き
下
し
文
… 

訳
… 

 
 

🐼

不
能
〜 

 
 

 
 

 
 
(

明
説 

頁)
 

意
味
…
［ 

 
 

］ 

書
き
下
し
文
… 

訳
… 

 
 

 

①
二
段
目
に
、
本
文
を
訓
読
し
て
書
き
下
し
文
を
記
入
。
②
プ
リ
ン
ト
下
半
分
を
折
り
曲
げ
て
、
自
分
の
書
き
下
し
文
と 

裏
面
の
正
答
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
。
間
違
っ
た
箇
所
は
赤
ペ
ン
で
訂
正
。 

③
四
段
目
に
、
指
定
さ
れ
た<

句
法>

の
書
き
下
し
文
と
訳
を
明
説
漢
文
で
調
べ
て
記
入
。 

④
三
段
目
に
、
四
段
目
の<

句
法
・
用
字>

と<

脚
注
の
語
彙>

を
活
用
し
て
現
代
語
訳
を
記
入
。 



                       

 

 

   

【
訓
読
】
死
せ
る
諸
葛
、
生
け
る
仲
達
を
走
ら
す 

   

⑴ 

蜀
し
よ
く

漢か
ん

の

丞
じ
よ
う

相
し
や
う

亮
り
や
う

、
衆

し
ゆ
う

十じ
ふ

万ま
ん

を
悉つ

く
し
て
、 

   

又ま
た

斜や

谷こ
く

口こ
う

よ
り
魏ぎ

を
伐う

ち
、 

   

進す
す

み
て
渭ゐ

南な
ん

に
軍ぐ

ん

す
。 

   

⑵
魏ぎ

の
大た

い

将
し
や
う

軍ぐ
ん

司し

馬ば

懿い

、 

   

兵へ
い

を
引ひ

き
て
拒き

よ

守し
ゆ

す
。 

   

⑶

亮
り
や
う

数
し
ば
し
ば

司し

馬ば

懿い

に

戦
た
た
か

ひ
を
挑い

ど

む
。 

   

⑷
懿い

出い

で
ず
。 

   

                                   

 
◆
自
分
が
書
い
た
書
き
下
し
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、 

間
違
っ
た
箇
所
は
赤
ペ
ン
で
直
し
ま
し
ょ
う
。 



                       

 

 

   

⑸

乃
す
な
は

ち
遺お

く

る
に
巾き

ん

幗
く
わ
く

婦ふ

人じ
ん

の
服ふ

く

を
以も

つ
て
す
。 

   

⑹

亮
り
や
う

の
使し

者し
や

懿い

の
軍ぐ

ん

に
至い

た

る
。 

   

⑺
懿い

其そ

の
寝し

ん

食
し
よ
く

及お
よ

び
事こ

と

の
煩は

ん

簡か
ん

を
問と

ひ
て
、 

   

戎
じ
ゆ
う

事じ

に
及お

よ

ば
ず
。 

   

⑻
使し

者し
や

曰い

は
く
、 

   

「
諸し

よ

葛か
つ

公こ
う

夙つ
と

に
興お

き
夜よ

は

に
寐い

ね
、 

   

罰ば
つ

二に

十じ
ふ

以い

上
じ
や
う

は
皆み

な

親
み
づ
か

ら
覧み

る
。 

   

⑼
噉た

ん

食
し
よ
く

す
る

所
と
こ
ろ

は
数す

う

升
し
よ
う

に
至い

た

ら
ず
。
」
と
。 

   

                                   

 
◆
自
分
が
書
い
た
書
き
下
し
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、 

間
違
っ
た
箇
所
は
赤
ペ
ン
で
直
し
ま
し
ょ
う
。 



                       

 

 

   

⑽
懿い

人ひ
と

に
告つ

げ
て
曰い

は
く
、
「

食
し
よ
く

少す
く

な
く
事こ

と

煩
わ
ず
ら

は
し
。 

   

⑾
其そ

れ
能よ

く
久ひ

さ

し
か
ら
ん
や
。
」
と
。 

   

⑿

亮
り
や
う

病
や
ま
ひ

篤あ
つ

し
。 

   

⒀
大た

い

星せ
い

有あ

り
、
赤あ

か

く
し
て
芒ば

う

あ
り
。 

   

⒁

亮
り
や
う

の
営え

い

中
ち
ゆ
う

に
墜お

つ
。 

   

⒂
未い

ま

だ

幾
い
く
ば
く

な
ら
ず
し
て
亮

り
や
う

卒
し
ゆ
つ

す
。 

   

⒃ 

長
ち
や
う

史し

楊や
う

儀ぎ

軍ぐ
ん

を

整
と
と
の

へ
て
還か

へ

る
。 

   

⒄

百
ひ
や
く

姓せ
い

奔は
し

り
て
懿い

に
告つ

ぐ
。 

   

                                   

 
◆
自
分
が
書
い
た
書
き
下
し
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、 

間
違
っ
た
箇
所
は
赤
ペ
ン
で
直
し
ま
し
ょ
う
。 



                       

 

 

   

⒅
懿い

之こ
れ

を
追お

ふ
。 

    

⒆

姜
き
や
う

維ゐ

儀ぎ

を
し
て
旗は

た

を
反か

へ

し

鼓
つ
づ
み

を
鳴な

ら
し
て
、 

   

将ま
さ

に
懿い

に
向む

か
は
ん
と
す
る
が
ご
と
く
せ
し
む
。 

   

⒇
懿い

敢あ

へ
て
逼せ

ま

ら
ず
。 

   

(21)

百
ひ
や
く

姓せ
い

之こ
れ

が

諺
こ
と
わ
ざ

を
為つ

く

り
て
曰い

は
く
、 

   

「
死し

せ
る
諸し

よ

葛か
つ

生い

け
る
仲

ち
ゆ
う

達た
つ

を
走は

し

ら
す
。
」
と
。 

   

(22) 

懿い

笑わ
ら

ひ
て
曰い

は
く
、
「
吾わ

れ

能よ

く
生せ

い

を
料は

か

る
も
、 

   

死し

を
料は

か

る
能あ

た

は
ず
。
」
と
。 

  

                                   

 

◆
自
分
が
書
い
た
書
き
下
し
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、 

間
違
っ
た
箇
所
は
赤
ペ
ン
で
直
し
ま
し
ょ
う
。 



                       

 

 

 

 



 

 
 

 
 

漢
文
学
習
の
手
引
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

㈠
漢
文
の
学
習
に
つ
い
て 

漢
文
の
学
習
は
、｢

句
法
・用
字
の
習
得｣

と
、｢

漢
文
の
文
章
に
読
み
慣
れ
る｣

と
い
う
二
輪
の
車
輪
が
両
方
回
っ
て
、

や
っ
と
車
が
ス
イ
ス
イ
と
軌
道
に
乗
っ
て
動
き
だ
し
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
駄
目
な
の
で
す
。
同
時
並
行
で
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

・句
法
・用
字
の
習
得
を
大
切
に
。 

句
法
・
用
字
の
習
得
が
な
ぜ
必
須
な
の
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
文
に
使
わ
れ
て
い
る
句
法
や
用
字
を
知
ら
な
い
と
、

意
味
が
取
れ
な
い
も
の
が
あ
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
…
皆
さ
ん
が
宿
題
テ
ス
ト
で
取
り
組
ん
だ
「
虎
の
威
を
借
る
狐
」

に 

「
天
帝
使

 
 

ム
三

我

 
 

ヲ
シ
テ

長

 
 

タ
ラ

二

百
獣

 
 

ニ
二

。
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
し
た
。 

書
き
下
し
文
は
「
天
帝
我
を
し
て
百
獣
に
長
た
ら
し
む
。
」
と
な
り
ま
す
ね
。
で
は
、
現
代
語
訳
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

天
帝
…
我
…
百
獣
…
こ
れ
は
、
漢
字
か
ら
連
想
も
し
く
は
漢
和
辞
典
を
引
き
ま
す
。 

天
の
帝
…
私
…
多
く
の
獣
…
と
意
味
が
と
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
が
わ
か
っ
て
も
、
こ
れ
は
使
役
の
句

法
が
わ
か
ら
な
い
と
、
残
念
な
が
ら
絶
対
に
現
代
語
訳
で
き
ま
せ
ん
。 

Ａ
使

 
 

ム
二

Ｂ

 
 

ヲ
シ
テ

Ｃ

 
 

セ
一 

と
い
う
使
役
の
句
法
覚
え
て
い
ま
す
か
。 

書
き
下
し
文
は
「
Ａ
は
Ｂ
を
し
て
Ｃ
せ
し
む
」、
現
代
語
訳
は
「
Ａ
は
Ｂ
に
命
令
し
て
Ｃ
さ
せ
る
」
で
す
。 

 

で
は
、
こ
の
句
法
を
活
用
し
て
訳
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 

Ａ 
 
 
 
 

Ｂ 
 

Ｃ 

「
天
帝
使

 
 

ム
三

我

 
 

ヲ
シ
テ 

長

 
 

タ
ラ

二

百
獣

 
 

ニ

一

。
」
と
句
法
に
気
づ
き
、
な
お
か
つ
句
法
の
意
味
が
わ
か
る
と
、 

「
天
帝
は
私
を
多
く
の
獣
の
か
し
ら
に
さ
せ
た
。」
と
訳
せ
ま
す
ね
。 

 
 

よ
っ
て
、
句
法
・
用
字
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
学
習
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

・漢
文
の
文
章
に
読
み
慣
れ
る
。 

初
読
の
文
章
と
格
闘
し
た
体
験
が
少
な
い
と
、
「
ど
う
せ
、
漢
文
読
め
な
い
し
…
」
と
文
章
を
読
み
な
が
ら
、
弱
気
に
な

り
、
投
げ
や
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
…
。 

漢
文
も
語
学
で
す
。
授
業
を
通
し
て
定
期
的
に
読
み
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
普
段
の
、
予
習
の
積
み
重
ね
が
、

自
信
と
実
力
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
粘
り
強
く
読
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

プ
リ
ン
ト
№
１
０
漢
文
学
習
の
手
引
き

ク
シ
ー
ト
の
仕
方
の
手
引
き

 

１
５

 



㈡
漢
文
読
解
の
三
箇
条 

第
一
条･

･
･

印
を
つ
け
な
が
ら
読
も
う
！ 

何
を
指
し
て
い
る
の
か
を
意
識
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が
大
事
で
す
。
な
か
な
か
初
読
の
文
章
を
読
み
進
め
ら
れ
な
い

と
い
う
人
は
、
印
を
つ
け
て
訓
練
し
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。 

印
は
何
で
も
い
い
で
す
が
、
例
え
ば
…
人
名
は
□
、
国
名
・
地
名
・
時
間
は
◇
、
指
示
語
は
○
、
対
句
は
波
線
、
脚
注

の
説
明
は
簡
潔
に
し
て
語
の
右
横
に
書
く
な
ど
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
見
え
て
き
ま
す
。
慣

れ
て
く
る
と
印
を
つ
け
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
ま
す
し
、
む
し
ろ
印
を
つ
け
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

首
席 

 
 
 

吾 

郷 

銭 

明 

経 

善 

詩
。
毎 
歳 

督 

学 

科 

歳 

試 

古 

詩
、
銭 

必 

冠 

軍
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一 

歳 

題 

為 

天 

柱 

。
銭 

入 

場 
時
、
飲 

酒 

過 

多 

大 

酔
、
入 

号 

睡
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

席 

同 

試 

者 

疾 

其 

毎 

試 

居 

首
、
不 

肯 

呼 
之 

使 

醒
。 

 

有 

納 

巻 

者 

過 

其 

旁
、
乃 

告 

之
。
銭 

始 

呆 
然
、
已 

無 

及
。・
・
・ 

 (

セ
ン
タ
ー
本
試
験
・
平
成
十
九
年) 

 

第
二
条･

･
･

手
掛
か
り
は
沢
山
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
な
ん
と
し
て
も
読
も
う
！ 

 

①
わ
か
ら
な
い
漢
字
が
あ
っ
た
ら
、 

・二
字
熟
語
に
し
て
考
え
よ
う
。  

・同
音
の
異
な
る
漢
字
に
置
き
換
え
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

贈 

遂 

至 

秦
、
持 

千 

金 

之 

資 

幣 

物
、
厚 

遺
お
く 

 

ル 

秦 

王 

寵 

臣 

中 

庶 

子 

蒙 

嘉
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

威
光
・
威
厳 

嘉 

為 

先 

言 

於 

秦 

王 

曰
、
「
燕
王 

誠 

振-

怖 

大
王 

之 

威
・
・
・ 

 
 
 
 

(

史
記
「
荊
軻
」) 

 

 ・そ
れ
で
も
駄
目
な
ら
止
ま
ら
ず
、
い
っ
た
ん
保
留
に
し
て
最
後
ま
で
読
み
進
め
よ
う
。 

そ
の
後
に
、
言
い
換
え
が
あ
っ
た
り
し
て
判
明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、
そ
の
時
点
で
止
ま
ら
ず
、

読
み
進
め
ま
し
ょ
う
。
わ
か
っ
た
ら
、
ま
た
そ
こ
ま
で
戻
れ
ば
よ
い
の
で
す
。 

 

②
リ
ー
ド
文
・脚
注
が
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
読
も
う
。 

リ
ー
ド
文
や
脚
注
の
記
載
が
、
問
い
の
鍵
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
意
外
と
重
要
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

第
三
条･

･
･

読
解
を
諦
め
な
い
！ 

最
後
は
、
「
絶
対
読
み
取
っ
て
や
る
！
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
大
切
で
す
。 

文
章
の
途
中
で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
、
強
い
気
持
ち
で
最
後
ま
で
読
む
と
、
途
中
の
わ
か
り
に
く
い
文
脈

が
は
っ
き
り
し
た
り
、
わ
か
ら
な
い
語
の
言
い
換
え
が
判
明
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

プ
リ
ン
ト
№
１
０
漢
文
学
習
の
手
引
き

ク
シ
ー
ト
の
仕
方
の
手
引
き

 

１
６

 



４ ４ 

㈢
現
代
語
訳
の
仕
方 

 

手
順
① 
人
名
・国
名
・場
所
・時
間
や
指
示
語
に
は
印
を
つ
け
て
、
意
識
し
て
読
む
。(

第
一
条
参
照)

 
指
示
語
が
指
す
内
容
を
線
で
結
び
つ
け
た
り
し
て
も
読
み
や
す
く
な
る
。 

自
分
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
で
切
れ
目
を
い
れ
る
の
も
お
す
す
め
。 

 

手
順
② 

脚
注
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
語
の
右
横
に
簡
単
に
メ
モ
す
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
高
位
の
大
臣 

 
諸
葛
亮 

総
動
員
し
て 

 

⑴ 

蜀
１

 

漢

 

ノ 

丞
２

 

相 

亮
３

、
悉

 
 

ク
シ
テ

二 

衆 

十 

万

 
 

ヲ

一

、 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

魏
か
ら
蜀
へ
の
道
の
入
り
口 

 
  

 
 

 
 

 

又 

由

 
 

リ

二 

斜
５

 

谷 

口 

伐

 
 

チ

レ 

魏

 
 

ヲ

、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

五
丈
原
一
帯 

 

進

 
 

ミ
テ 

軍

 
 

ス

二 

渭
６ 

 

南

 
 

ニ

。 

  

手
順
③ 

句
法
・用
字
に
気
づ
き
、
句
法
・用
字
を
正
し
く
訳
す
。 

※
句
法
・
用
字
に
気
づ
い
て
も
、
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
明
説
漢
文
の
索
引
や
漢
和
辞
典
で 

確
認
し
て
調
べ
る
。 

 

手
順
④ 

他
に
も
意
味
が
分
か
ら
な
い
漢
字
が
あ
っ
た
ら
、
第
二
条
を
駆
使
す
る
か
、
漢
和
辞
典
で
調
べ
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

大
衆
？
民
衆
？
群
衆
？ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
高
位
の
大
臣 

 

諸
葛
亮 

総
動
員
し
て  

 
 
 
 
 

 

⑴ 

蜀
１

 

漢

 

ノ 

丞
２

 

相 

亮
３

、
悉

 
 

ク
シ
テ

二 

衆 

十 

万

 
 

ヲ

一

、 
  

明
説
一
三
五
頁
・
～
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

魏
か
ら
蜀
へ
の
道
の
入
り
口 

 
  

 
 

 
 

 

又 

由

 
 

リ

二 

斜
５

 

谷 

口 

伐

 
 

チ

レ 

魏

 
 

ヲ

、 
 

漢
和
辞
典
「
軍
」
軍
営
を
置
く 

 
 

 

 
 

五
丈
原
一
帯 

 

進

 
 

ミ
テ 

軍

 
 

ス

二 

渭
６ 

 

南

 
 

ニ

。 

   
プ
リ
ン
ト
№
１
０
漢
文
学
習
の
手
引
き

ク
シ
ー
ト
の
仕
方
の
手
引
き

 

１
７

 



 
 

 

重
要
句
法
・用
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

本
文
⑾
・
⒆
・
⒇
・
(21)
に
は
重
要
な
句
法
が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
句
法
を
活
用
し
て
、
現
代
語
訳
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

⑾ 

其

 
 

レ 

能
 

 

ク 
久

 
 

カ
ラ
ン 

乎

 
 

ト

。
」 

 

・
書
き
下
し
文
…

そ其
れ

よ能
く

ひ
さ久

し
か
ら
ん
や
。
」
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
現
代
語
訳
… 

 

【
⑾
の
現
代
語
訳
に
活
用
す
る
句
法
】 

🐼
 

レ
其 

よ

ク
能 

 

〔
セ
〕
ン
や

～
乎

 
  

 
(

明
説
69
・
144
頁) 

・
意
味 

 
 

 

… 

反
語 

 

・
書
き
下
し
文 

… 

～
〔
セ
〕
ン
や 

 

※
文
末
の
助
字
だ
け
で
反
語
を
表
す
場
合
。
「
〔
セ
〕
ン
や
」
と
読
む
。 

・
訳 

 
 

 
 

… 

～
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
（
い
や
、
で
き
な
い
）
。 

  
 

 
 
 

 

⒆ 

き
や
う

姜

ゐ維

し
ム令

二  

ヲ
シ
テ

儀

か
へ
シ

反
レ  

ヲ旗

 

ラ
シ
テ

鳴
レ  

ヲ鼓

、

ご
と
ク
セ

若
一レ

ま
さ
ニ

将
レ

 

カ
ハ
ン
ト

向
レ

 

ニ懿

。
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

 
 

 

す 

ル
ガ 

・
書
き
下
し
文
…

ぎ儀
を
し
て

は
た旗

を
か
へ反

し
つ
づ
み

鼓

を
な鳴

ら
し
て
、

ま
さ将

に
い懿

に
む向

か
は
ん
と
す
る
が
ご
と
く
せ
し
む
。 

・
現
代
語
訳
… 

  

【
⒆
の
現
代
語
訳
に
活
用
す
る
句
法
】 

🐼

し
ム令

二 
 

ヲ
シ
テ

Ａ 
 

 

セ
Ｂ
一

。

  
(

明
説
86
頁)

 

・
意
味 

 
 
 

… 

使
役 

・
書
き
下
し
文 

… 

Ａ
ヲ
シ
テ
Ｂ
〔
セ
〕
シ
ム 
 

 

・
訳 

 
 
 
 

… 

Ａ
に
Ｂ
さ
せ
る
。 

  
 

 
 
 

※
令 

上
か
ら
下
に
命
令
し
て
さ
せ
る
。
Ｂ
が
長
く
な
っ
た
時
は
「
Ａ
に
命
じ
て
Ｂ
さ
せ
る
」
と
訳
す
と
文
意
が
通
じ
る
。 

 
 
🐼

若
〜 

 
 
 
 
 
 
 

(

明
説
121
頁) 

・
意
味 

 
 
 

… 

比
況 

・
書
き
下
し
文 

… 

ご
と
シ 

・
訳 

 
 
 
 

… 

〜
の
よ
う
だ 

  
 

 
🐼

将 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

明
説
133
頁) 

 

・
意
味 
 
 
 

… 

再
読
文
字 

 
 

・
書
き
下
し
文 

… 

ま
さ
ニ
～
〔
セ
〕
ン
ト
す 

 
 

・
訳 

 
 
 
 

… 

～
し
よ
う
と
す
る
。
～
す
る
つ
も
り
だ
。 

  

１
８

 

プ
リ
ン
ト
№
１
１
重
要
句
法
・
用
字

 



   

⒇ 

懿

不
二  

ヘ
テ

敢

せ
ま
ラ

逼
一

。

 

 
 ・

書
き
下
し
文
…

あ敢
へ
て

せ
ま逼

ら
ず
。 

・
現
代
語
訳
… 

 

【
⒇
の
現
代
語
訳
に
活
用
す
る
句
法
】 

🐼

不
二 

敢 
 

〔ｾ

〕

～
一 

 
 
(

明
説
52
頁)

 

・
意
味
…
否
定 

・
書
き
下
し
文
… 

あ
ヘ
テ
～
〔
セ
〕
ず 

 
 

 

・
訳
…
強
い
て
〜
し
な
い
。
～
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
   (21)

わ
れ吾

 

ク能

は
か
ル
モ

料
レ

 

ヲ生

、

 

ト不
レ

あ
た
ハ

能
レ

 

ル料
レ  

ヲ死

。

 

 
 ・

書
き
下
し
文
…

わ
れ吾
よ能

く
せ
い生

を
は
か料

る
も
、

し死
を

は
か料

る
あ
た能

は
ず
。 

・
現
代
語
訳
… 

   
 

  

【
(21)
の
現
代
語
訳
に
活
用
す
る
句
法
】 

🐼

能
〜  

 
 
 
 
 

(

明
説
125
頁) 

・
意
味
…
可
能 

・
書
き
下
し
文
…
よ
ク 

・
訳
…
〜
で
き
る 

 
 

🐼

不
能
〜  

 
 
 
 

(

明
説
125
・
41
頁) 

・
意
味
…
不
可
能 

・
書
き
下
し
文
…
あ
た
フ 

・
訳
…
〜
で
き
な
い 

 

  

１
９

 

プ
リ
ン
ト
№
１
１
重
要
句
法
・
用
字

 



プリント№１２予習相互点検 

困ったことがあれば、遠慮なく相談にきてくださいね。        ２０ 

 

手順① 評価を受ける人が、自分の名前と評価日を記入して、評価者に渡しましょう。 

手順② 評価者は、自分の名前を記入して、ノートを見ながら評価をつけましょう。 

漢文予習相互点検票【死諸葛走生仲達】評価日   月   日   

評価を受ける人が記入 

４年   組    番                      のノートについて 

評価者が記入 ４年   組    番   

評価 評 価 の 基 準（０から上へ向かって確認していくとつけやすい。） 

０～４の間

でつける 

  ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４【めでたし】…完璧な予習で、まるで東大合格生のノートのようだ！ 

＊【よし】の内容＋プラスアルファ（指定の句法以外に自分がわからない語彙

を調べるなど。）のものがあるか。 

３【よし】………書き下し文＋書き下し文の添削（赤ペン） 

＋指定の句法調べ＋わかる範囲での訳 

＊訳は完璧を求めていないので、文法事項や意味調べを活用して、 

できる限り頑張って自力で格闘して訳せている様子が見えるか。 

２【よろし】……書き下し文＋書き下し文の添削（赤ペン） 

＋指定の句法調べ 

＊本文写し＋書き下し文＋添削＋訳だけは１点。 

＊訳があっても、句法調べの痕跡がないものやネットの訳等の丸写しも同様。 

句法を活用して訳しましょう！なぜその訳になったのか、が大切。 

１【わろし】……書き下し文＋書き下し文の添削（赤ペン） 

０【あし】  …… 書き下し文 

手順③ プラスアルファの加点があれば 0.5 単位で可。 

その理由も下記に記入のこと。 

加点理由(                               ) 

 

 

手順④ 2 点未満【よろし・わろし・あし】だった人は記入してください 

 

Ｑ１ 今回、２点未満の仕上がりになったのはなぜですか。 

理由を振り返って、次回に生かしましょう。 

 

 

Ｑ２ いつ再提出しますか？予習の質と授業進度等を踏まえて設定してください。 

 

 

月    日 (   ) 

 



２
０

 

  
 

入
試
模
擬
テ
ス
ト
課
題
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

㈠
課
題 

「
吾
能
料
生
、
不
能
料
死
。
」
と
い
う
最
後
の
司
馬
懿
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
気
持
ち
を
五
〇
字

以
内
で
書
け
。 

 

㈡
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価 

                

  評価の観点 人物の心情につい

て考えを深める 

根拠をもとに論理的

に記述する 

様々な資料から読み

取ったことを関連付

けて補完する 

適切に体裁を整え

る 

レベル３ 司馬懿の笑いの種

類について、本文か

らの読み取りに自

分の考えと結び付

けている。 

根拠をもとに明確に

述べられたわかりや

すい記述である。 

本文からは読み取れ

なかったことを、様々

な関連する文章から

読み取って関連づけ、

補って記述している。 

文体の統一をする

とともに、誤字脱

字やねじれのない

推敲された文章に

なっている。 

レベル２ 司馬懿の笑いの種

類について、本文か

らの読み取りがで

きている。 

根拠の提示がやや不

明確で論理が十分で

はない。 

本文には書いていな

かったことを、特定の

文章のみからそのま

ま補って記述してい

る。 

いくつか文法上の

間違いはあるが、

ほぼ正確に書けて

いる。 

 

レベル１ 司馬懿の笑いの種

類について、本文か

らの読み取りが不

十分である。 

判断の根拠や論理性

が不十分である。 

 

本文から読み取れる

ことのみ記述してい

る。 

文法上の間違いが

多い。 

評価のレベル 

プ
リ
ン
ト
№
１
３
入
試
模
擬
テ
ス
ト
課
題
に
つ
い
て

 



２
１

 

㈢
自
己
評
価 

≪
自
己
評
価
の
手
順≫

 
手
順
① 
左
記
の
表
を
見
て
、
評
価
の
観
点
ご
と
に
、
自
分
の
解
答
が
そ
の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
の
か
評
価
し

ま
す
。
例
え
ば
、
独
自
性
が
レ
ベ
ル
２
の
場
合
、「
原
文
か
ら
読
み
取
っ
た
～
」
と
い
う
欄
に
直
接
〇

印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
② 

全
て
の
観
点
を
自
己
評
価
し
た
ら
、
合
計
点
を
だ
し
ま
す
。 

レ
ベ
ル
１
を
一
点
、
レ
ベ
ル
２
を
二
点
、
レ
ベ
ル
３
を
三
点
と
し
て
採
点
し
、
最
高
点
を
十
二
点
、

最
低
点
を
四
点
と
し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
の
下
の
空
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

 ≪

自
己
評
価
を
し
て
み
ま
し
ょ
う≫

 

                

  評価の観点 人物の心情について考え

を深める 

根拠をもとに論理的

に記述する 

様々な資料から読み取

ったことを関連付けて

補完する 

適切に体裁を整え

る 

レベル３ 司馬懿の笑いの種類につ

いて、本文からの読み取

りに自分の考えと結び付

けている。 

根拠をもとに明確に

述べられたわかりや

すい記述である。 

本文からは読み取れな

かったことを、様々な

関連する文章から読み

取って関連づけ、補っ

て記述している。 

文体の統一をする

とともに、誤字脱

字やねじれのない

推敲された文章に

なっている。 

レベル２ 司馬懿の笑いの種類につ

いて、本文からの読み取

りができている。 

根拠の提示がやや不

明確で論理が十分で

はない。 

本文には書いていなか

ったことを、特定の文

章のみからそのまま補

って記述している。 

いくつか文法上の

間違いはあるが、

ほぼ正確に書けて

いる。 

 

レベル１ 司馬懿の笑いの種類につ

いて、本文からの読み取

りが不十分である。 

判断の根拠や論理性

が不十分である。 

 

本文から読み取れるこ

とのみ記述している。 

文法上の間違いが

多い。 

人物の心情につい

て考えを深める 

 

 

 

 

     点 

根拠をもとに論理

的に記述する 

 

 

 

 

     点 

様々な資料から読み取った

ことを関連付けて補完する 

 

 

 

 

      点 

     点 

適切に体裁を 

整える 

 

 

 

 

     点 

  

合計 

 

 

 

 

     点 

評価のレベル 

プ
リ
ン
ト
№
１
３
入
試
模
擬
テ
ス
ト
課
題
に
つ
い
て

 



２
２

 

㈣
教
科
担
当
か
ら 

≪
評
価≫

 
                 

≪

コ
メ
ン
ト≫
 

  

  評価の観点 人物の心情について考え

を深める 

根拠をもとに論理的

に記述する 

様々な資料から読み取

ったことを関連付けて

補完する 

適切に体裁を整える 

レベル３ 司馬懿の笑いの種類につ

いて、本文からの読み取

りに自分の考えと結び付

けている。 

根拠をもとに明確に

述べられたわかりや

すい記述である。 

本文からは読み取れな

かったことを、様々な

関連する文章から読み

取って関連づけ、補っ

て記述している。 

文体の統一をするとと

もに、誤字脱字やねじ

れのない推敲された文

章になっている。 

レベル２ 司馬懿の笑いの種類につ

いて、本文からの読み取

りができている。 

根拠の提示がやや不

明確で論理が十分で

はない。 

本文には書いていなか

ったことを、特定の文

章のみからそのまま補

って記述している。 

いくつか文法上の間違

いはあるが、ほぼ正確

に書けている。 

 

レベル１ 司馬懿の笑いの種類につ

いて、本文からの読み取

りが不十分である。 

判断の根拠や論理性

が不十分である。 

 

本文から読み取れるこ

とのみ記述している。 

文法上の間違いが多

い。 

人物の心情につい

て考えを深める 

 

 

 

 

     点 

根拠をもとに論理

的に記述する 

 

 

 

 

     点 

様々な資料から読み取った

ことを関連付けて補完する 

 

 

 

 

      点 

     点 

適切に体裁を 

整える 

 

 

 

 

     点 

評価のレベル 

  

合計 

 

 

 

 

     点 

プ
リ
ン
ト
№
１
３
入
試
模
擬
テ
ス
ト
課
題
に
つ
い
て

 



 

・
作
品
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を
踏
ま
え
な
が
ら
古
典
を
読
み
，
そ
の
内
容
の
解
釈
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
。(

次
期
学
習
指
導
要
領
「
古
典
探
究
」
読
む
こ
と
・
エ) 

・ 

古
典
の
作
品
や
文
章
に
つ
い
て
，
内
容
や
解
釈
を
自
分
の
知
見
と
結
び
付
け
，
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 (

次
期
学
習
指
導
要
領
「
古
典
探
究
」
読
む
こ
と
・
オ) 

・
古
典
の
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
，
感
じ
方
，
考
え
方
を
踏
ま
え
，
人
間
，
社
会
，
自
然
な
ど
に
対
す

る
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 (

次
期
学
習
指
導
要
領
「
古
典
探
究
」
読
む
こ

と
・
カ) 

・
関
連
す
る
様
々
な
文
章
に
表
れ
た
情
報
を
的
確
に
捉
え
，
分
析
し
整
理
す
る
こ
と
で
，
自
分
の
も
の
の
見
方
，

感
じ
方
， 

考
え
方
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。(

次
期
学
習
指
導
要
領
「
古
典
探
究
」
読
む
こ
と
・
キ) 

 

つ
ま
り
、
以
下
の
よ
う
な
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

 

・
様
々
な
資
料
を
読
み
比
べ
る
力 

・
内
容
の
解
釈
を
深
め
る
力 

・
資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
関
連
を
考
え
る
力
。 

・
本
文
に
書
い
て
い
な
い
こ
と
を
補
完
す
る
力
。 

・
自
分
の
考
え
を
深
め
る
力 

      



プリント№１４ 入試模擬テスト 

                                      ２５ 

入
試
模
擬
テ
ス
ト 

 
 

  

 

 

問
１ 

≪

解
答
用
紙≫

 

 

       

    

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

四 

年 

 

 

組 

 

 

番 

氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得点 

 

 

 

 

 

 



プリント№１４ 入試模擬テスト 

                                         ２３ 

 

 

試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。  

 

国   語   

  

 

注 意 事 項  

1 解答用紙に，正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがあり  

ます。文字は判読できるよう丁寧に記入しなさい。  

2 この問題冊子は，2 ページあります。  

試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気

付いた場合は，手を高く挙げて監督者に知らせなさい。 

3 記述式の解答は，一つのマス目に一文字ずつ楷書で記入しなさい。なお，問題冊 

子内の下書き欄を使用してもよいが，解答は必ず解答用紙に書きなさい。 

4  問題冊子の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離してはいけません。 

5 問題冊子は最後に回収します。監督者の指示に従って返却しなさい。 

 

 

  

記述式 

１５分 



プリント№１４ 入試模擬テスト 

                                         ２３ 

 

 



プリント№１４ 入試模擬テスト 

２４ 

第
１
問 

 

次
の
文
章
は
、
三
国
時
代
に
強
大
な
魏
に
対
し
、
蜀
が
重
臣
・
諸
葛
亮
の
知
略
を
も
っ
て
対
抗
し
よ
う
と
し
た
五
丈
原
の
戦
い
を
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
よ
。
な
お
、
訓
点
は
一
部
省
略
し
た
。 

 
 

 

蜀 

漢

 

ノ 

丞 
相 

亮
、

悉

 
 

ク
シ
テ

二

衆 

十 

万

 
 

ヲ

一

、
又 

由

 
 

リ

二

斜 

谷 

口 

伐

 
 

チ

レ

魏

 
 

ヲ

、

進

 
 

ミ
テ 

軍

 
 

ス

二

渭

 

 

南

 
 

ニ

。
魏

 
 

ノ 

大 

将 

軍 

司 

馬 

懿
、 

引

 
 

キ
テ

レ

兵

 
 

ヲ 

拒 

守

 
 

ス

。
亮 
数 

挑

 
 

 

ム

二

司 

馬 

懿

 
 

ニ 

戦

 
 

ヒ
ヲ

一

。
懿 

不
レ

出

 
 

デ

。
乃

 
 

チ

遺

 
 

ル
ニ

以

 
 

ツ
テ
ス

二

巾 

幗 

婦 

人 

之 

服

 
 

ヲ

一

。
亮

 
 

ノ 

使 

者 

至

 
 

ル

二

懿

 
 

ノ

軍

 
 

ニ

一

。

懿 

問

 
 

ヒ
テ

二 

其

 
 

ノ 

寝 

食 

及

 
 

ビ 
事

 
 

ノ 

煩 

簡

 
 

ヲ

一

、
而 

不
レ

及

 
 

バ

二

戎 

事

 
 

ニ

一

。
使 

者

曰

 
 

ハ
ク

、「
諸 

葛 

公 

夙

 
 

ニ 

興

 
 

キ 

夜

 
 

ニ 

寝

 
 

ネ

、
罰 

二 

十 

以 

上

 
 

ハ 

皆 

親

 
 

ラ 

覧

 
 

ル

。
所

 
 

ハ

二

噉

食

 
 

ス
ル

一

、
不
レ

至

 
 

ラ

二

数 
升

 
 

ラ

一

。」
懿 

告

 
 

ゲ
テ

レ

人

 
 

ニ

曰

 
 

ハ
ク

、「
食 

少 

事 

煩

 
 

ハ
シ

。
其

 
 

レ 

能

 
 

ク

久

 
 

カ
ラ
ン

乎

 
 

ト

。」
亮 

病 

篤

 
 

シ

。
有

 
 

リ

二

大 

星
一

、

赤

 
 

ク
シ
テ 

而 

芒

 
 

ア
リ

。
墜

 
 

ツ

二

亮

 
 

ノ 

営 

中

 
 

ニ

一

。
未

 
 

ダ

レ

幾
 

 

ナ
ラ 

亮 

卒

 
 

ス

。 

長 

史 

楊 

儀
、

整

 
 

ヘ
テ

レ

軍

 
 

ヲ

還

 
 

ル

。
百 

姓

奔

 
 

リ
テ

告

 
 

グ

レ 

懿
 

 
ニ

。
懿 

追

 
 

フ

レ 

之

 
 

ヲ

。
姜 

維 

令

 
 

ム

二

儀

 
 

ヲ
シ
テ

反

 
 

シ

レ

旗

 
 

ヲ

鳴

 
 

ラ
シ
テ

レ 

鼓

 
 

ヲ

、
若

 
 

ク

一
レ 

将

 
 

ニ

レ

向

 
 

カ
ハ
ン
ト

レ 

懿

 
 

ニ

。

懿 

不
二

敢

 
 

ヘ
テ

逼

 
 

ラ

一

。 

百 

姓 

為

 
 

リ
テ

二

之

 
 

ガ 

諺

 
 

ヲ

一

曰

 
 

ハ
ク

「

死

 
 

セ
ル

諸 

葛
、

走

 
 

ラ
ス

生

 
 

ケ
ル

二

仲 

達

 
 

ヲ

一

。」
懿 

笑

 
 

ヒ
テ

曰

 
 

ハ
ク

、「 

吾 

能

 
 

ク 

料

 
 

ル
モ

レ 

生

 
 

ヲ

、 

不

 
 

ト

レ

能

 
 

ハ

レ

料

 
 

ル

レ

死

 
 

ヲ

。
」 

(

『
十
八
史
略
』
に
よ
る
。） 

 



プリント№１４ 入試模擬テスト 

２４ 

問
題 

傍
線
部
「
吾
能
～
料
死
。
」
と
い
う
最
後
の
司
馬
懿
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
気
持
ち
を
五
〇
字
以
内
書
け
。(

句
読
点
を
含
む)

。 

（
次
は
問
題
の
下
書
き
欄
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。） 

  

          

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   



２
１

 

  
 

脚
本
作
り
の
手
引
き 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

㈠
脚
本
作
り
の
意
義 

 

古
典
の
授
業
で
脚
本
を
作
る
こ
と
を
通
し
て
、
読
む
こ
と
が
深
ま
り
、
汎
用
的
な
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

 

・ 

読
む
こ
と
を
深
め
る
た
め
に
、
脚
本
を
書
き
ま
す
。 

セ
リ
フ
の
言
い
回
し
や
情
景
描
写
を
考
え
る
う
え
で
、
推
測
や
思
い
つ
き
や
個
人
が
現
在
持
っ
て
い
る
表
現

力
に
頼
っ
た
創
作
活
動
を
す
る
の
で
は
な
く
、
資
料
の
読
み
取
り
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の
知
識
を
活
用
し
な
が

ら
脚
本
作
り
を
す
る
た
め
、
読
む
こ
と
が
深
め
ら
れ
ま
す
。 

つ
ま
り
、
書
く
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
を
深
め
る
の
が
目
的
で
す
。 

  

・ 

内
容
の
解
釈
や
自
分
の
考
え
を
深
め
る
力
、 

様
々
な
資
料
を
読
み
比
べ
て
関
連
を
考
え
る
力
、 

本
文
に
書
い
て
い
な
い
こ
と
を
資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
補
完
す
る
力
が
身
に
付
き
ま
す
。 

(

次
期
学
習
指
導
要
領
「
古
典
探
究
」
読
む
こ
と
・
エ
・
オ
・
キ
・
カ) 

脚
本
作
り
は
、
情
景
描
写
や
歴
史
的
背
景
、
中
国
の
文
化
、
文
章
の
構
造
を
意
識
し
な
が
ら
、
本
文
か
ら
、
人

間
関
係
や
行
動
か
ら
見
え
る
人
物
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
読
み
取
り
、
様
々
な
形
式
の
関
連
資
料
か
ら
も
背
景

知
識
等
を
補
完
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

よ
っ
て
、
内
容
の
解
釈
や
自
分
の
考
え
を
深
め
る
力
、
様
々
な
資
料
を
読
み
比
べ
て
関
連
を
考
え
る
力
、
本
文

に
書
い
て
い
な
い
こ
と
を
資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
補
完
す
る
力
が
身
に
付
き
ま
す
。 

  ・ 

表
現
力
が
身
に
付
き
ま
す
。 

本
文
や
関
連
資
料
か
ら
深
く
読
み
取
っ
た
こ
と
を
生
か
し
て
、
実
感
の
も
ち
に
く
い
漢
文
の
平
面
的
な
文
章

を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
文
章
へ
と
変
容
さ
せ
、
登
場
人
物
の
複
雑
な
人
間
関
係
や
心
理
描
写
を
反
映
さ
せ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
脚
本
を
作
る
た
め
に
は
、
表
現
を
工
夫
し
て
書
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

          

プ
リ
ン
ト
№
１
３
脚
本
作
り
の
手
引
き

 



２
２

 

㈡
一
般
的
な
脚
本
の
概
要 

脚
本
と
は 

脚
本
は
、
劇
を
上
演
す
る
た
め
に
書
か
れ
て
お
り
、
人
物
の
動
き
や
台
詞
、
舞
台
設
定
な
ど
演
出
に
関
す
る
注
意
な

ど
を
書
き
示
し
て
あ
る
も
の
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

 脚
本
、
戯
曲
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
、
シ
ナ
リ
オ
の
違
い 

舞
台
な
ど
の
場
合
は
戯
曲
、
ラ
ジ
オ
・CD

な
ど
の
耳
で
聞
く
場
合
は
オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
、
映
画
・
テ
レ
ビ
な
ど
の

場
合
は
脚
本
と
言
い
ま
す
。(

シ
ナ
リ
オ
は
脚
本
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
シ
ナ
リ
オ
と
い
う
名
称
を
使
う
の
は
フ
ラ
ン
ス

と
日
本
だ
け
だ
そ
う
で
す
。) 

た
だ
、
ど
の
形
態
も
、
著
作
権
法
で
脚
本
と
い
う
言
い
方
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

脚
本
と
小
説
の
違
い 

脚
本
は
、
主
と
し
て
登
場
人
物
が
喋
る
台
詞(

会
話)
で
で
き
て
い
て
、
状
況
を
ト
書
き(

地
の
文)

で
説
明
し
ま
す
が
、

小
説
は
、
地
の
文
が
主
と
な
っ
て
い
て
、
会
話
が
少
な
め
で
す
。 

   

≪

脚
本
に
お
け
る
三
つ
の
構
成
要
素≫

 

脚
本
は
、「
柱
」「
ト
書
き
」「
セ
リ
フ
」
と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

・柱
…
場
所
と
時
間 

柱
は
、
場
所
と
時
間
の
こ
と
で
す
。
時
間
帯
と
は
、
一
日
の
時
間
の
推
移
で
、
早
朝
、
朝
、
昼
、
夕
方
、
夜
、
深

夜
、
回
想
な
ど
を
言
い
ま
す
。 

 

・ト
書
き
…
人
物
の
動
作(

出
入
り
、
動
き
、
仕
草)

と
シ
ー
ン
の
情
景
・
状
況
描
写
な
ど 

 
 

ト
書
き
と
し
て
書
く
こ
と
は
、
役
者
の
出
入
り
・
動
作(

仕
草)

、
人
物
の
風
貌
や
様
子
な
ど
人
物
紹
介
、
場
の
説

明
や
舞
台
装
置
へ
の
言
及
、
季
節
や
天
候
な
ど
の
指
定
、
照
明
に
関
す
る
直
接
的
な
指
示
、
音
楽
や
効
果
音
の
指

定
・
指
示
、
衣
装
や
持
ち
道
具
・
小
道
具
の
指
定
な
ど
、
人
物
の
台
詞
で
は
表
せ
な
い
け
れ
ど
芝
居
と
し
て
必
要
と

思
わ
れ
る
こ
と
を
文
章
と
し
て
示
し
ま
す
。 

も
と
も
と
「
ト
書
き
」
と
い
う
言
い
方
は
歌
舞
伎
の
台
帳(

脚
本)

に
あ
る
「
ト
、
花
道
に
去
る
」「
ト
、
見
得
を
切

る
」
な
ど
、
役
者
の
出
入
り
や
動
作
を
指
定
す
る
用
語
か
ら
取
っ
た
も
の
で
す
。 

 ・台
詞
…
登
場
人
物
が
発
す
る
言
葉
の
全
て 

台
詞
は
登
場
人
物
の
口
を
借
り
て
人
物
の
心
理
や
感
情
、
関
係
を
わ
か
ら
せ
た
り
、
事
件
や
事
情
や
状
況
を
語
ら

せ
た
り
す
る
言
葉
で
す
。 

台
詞
は
、
事
実
や
時
代
背
景
を
知
ら
せ
た
り
、
人
物
の
心
理
や
感
情
を
表
し
た
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
進
展
さ
せ
る

と
い
う
機
能
が
あ
り
ま
す
。
脚
本
は
台
詞
と
ト
書
き
で
表
現
す
る
も
の
だ
か
ら
台
詞
の
よ
し
あ
し
は
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
。 

 

 

プ
リ
ン
ト
№
１
３
脚
本
作
り
の
手
引
き

 



２
３

 

㈢
朗
読
劇
の
脚
本
の
書
き
方 

今
回
の
授
業
で
は
、
皆
さ
ん
が
文
化
祭
で
行
っ
た
劇
の
よ
う
に
、
身
体
表
現
を
使
っ
て
全
身
で
演
技
を
行
う
劇
の
脚

本
で
は
な
く
、
声
の
演
技
だ
け
で
表
現
す
る
、
朗
読
劇
を
行
い
ま
す
。 

次
の
、
構
成
要
素
の
う
ち
、「
柱
」
は
既
に
指
定
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
ト
書
き
＝(

今
回
は
ナ
レ
ー
タ
ー
の
台
詞)

」

と
「
台
詞(

発
し
て
い
る
言
葉
と
心
の
声)

」
は
、
穴
埋
め
式
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
に
従
っ
て
、
資
料
か
ら
読
み

取
っ
て
記
載
し
ま
し
ょ
う
。 

 

・柱(

場
所
と
時
間)

の
書
き
方 

柱
は
、
〇
印
の
後
に
、
場
所
と
時
間
を
書
き
ま
す
。
時
間
帯
に
つ
い
て
特
に
設
定
が
な
け
れ
ば
書
か
な
く
て
よ
い

で
す
。 

(

例) 

〇
都
立
白
鷗
高
校 

体
育
館
・
深
夜 

 

・ト
書
き(

人
物
の
動
作
・情
景
描
写)

の
書
き
方 

ト
書
き
と
し
て
書
く
こ
と
は
、 

・
人
物
の
動
作(

出
入
り
・
仕
草
・
動
作) 

・
人
物
紹
介(

人
物
の
風
貌
や
様
子
な
ど) 

・
情
景
描
写(

場
や
季
節
や
天
候
な
ど
の
説
明)  

等
で
す
。 

 
 

 

＊
今
回
作
成
す
る
の
は
、
朗
読
劇
で
す
の
で
、
ト
書
き
の
部
分
は
ナ
レ
ー
タ
ー
の
台
詞
に
し
ま
す
。 

 

・台
詞(

人
物
の
言
葉
と
心
の
声
全
て)

の
書
き
方 

台
詞
は
、
行
頭
に
ま
ず
誰
の
話
す
台
詞
な
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
名
前
を
書
き
ま
す
。
そ
の
下
に
台
詞
を
鉤
括

弧
に
括
り
ま
す
。
人
物
が
発
す
る
言
葉
だ
け
で
な
く
、
心
の
声
も
台
詞
と
し
ま
す
。 

・
人
物
の
発
す
る
言
葉
は
「 

」
で
囲
み
ま
す
。 

・
人
物
の
心
理
や
感
情
な
ど
を
表
す
心
の
声
は(  

)

で
囲
み
ま
す
。 

 

≪

台
詞
作
り
の
べ
か
ら
ず
集≫

 

⑴
耳
だ
け
で
聴
き
取
っ
た
と
き
に
意
味
が
と
り
に
く
い
台
詞
に
は
す
る
べ
か
ら
ず 

耳
で
聴
き
と
れ
る
自
然
体
の
言
葉
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
時
代
物
の
台
詞
で
も
、
喋
り
に
く
い
台
詞
は
聞
き

に
く
い
で
す
。
凝
っ
た
言
い
回
し
は
、
意
味
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
声
に
出
し
て
読
み
な
が
ら
書
い
た
り
、
随
時

グ
ル
ー
プ
で
読
み
合
わ
せ
を
実
施
し
な
が
ら
、
作
成
し
ま
し
ょ
う
。 

⑵
誰
に
対
し
て
も
同
じ
話
し
方
に
す
る
べ
か
ら
ず 

人
物
同
士
の
人
間
関
係
や
上
下
関
係
を
知
り
、
誰
に
対
し
て
も
同
じ
調
子
に
な
ら
な
い
話
し
方
に
し
ま
し
ょ
う
。 

皆
さ
ん
も
、
同
じ
内
容
で
も
お
友
達
に
話
す
言
葉
、
先
輩
に
話
す
言
葉
、
先
生
に
話
す
言
葉
で
は
違
う
は
ず
で
す
。 

 
 
 

⑶
人
物
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
台
詞
を
書
く
べ
か
ら
ず 

現
在
の
事
情
や
葛
藤
を
理
解
で
き
る
と
、
い
か
に
も
そ
の
人
物
ら
し
く
喋
る
か
ら
、
脚
本
が
い
き
い
き
し
て
き
ま

す
。 

プ
リ
ン
ト
№
１
３
脚
本
作
り
の
手
引
き

 

 



２
４

 

㈣
課
題(

朗
読
劇
の
脚
本
作
り)

 
 

「
死
諸
葛
走
生
仲
達
」
の
登
場
人
物
の
複
雑
な
人
間
関
係
や
心
理
描
写
を
反
映
さ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
を
作
る
こ
と

を
通
し
て
、
自
分
な
り
の
深
い
考
え
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

台
詞
の
言
い
回
し
や
情
景
描
写
を
考
え
る
う
え
で
も
、
推
測
や
思
い
つ
き
や
、
個
人
の
表
現
力
に
頼
っ
た
創
作
活
動
を
す

る
の
で
は
な
く
、
資
料
の
読
み
取
り
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の
知
識
を
活
用
し
な
が
ら
協
働
で
脚
本
作
り
を
行
い
ま
す
。 

   

㈤
課
題(

朗
読
劇
の
脚
本
作
り)
の
条
件 

 

課
題
の
条
件
を
課
し
ま
す
。
こ
の
条
件
を
守
っ
て
、
脚
本
作
り
を
し
ま
す
。 

①
事
前
に
指
定
さ
れ
た
設
定
に
沿
っ
て
書
き
ま
す 

時
、
場
所
、
人
物
、
柱
な
ど
の
設
定
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
指
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
脚
本
作
り
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

≪

設
定≫

 

時
…
二
三
四
年 

場
所
…
五
丈
原 

人
物
… 

諸
葛
亮(

孔
明) 

、 

司
馬
懿(

仲
達) 

、
姜
維 

、
楊
儀 

、
蜀
の
使
者 

、 

魏
の
重
臣 

、
人
々 

 
 

 
 

 

 
  

柱
…
プ
ロ
ロ
ー
グ
、
シ
ー
ン
１
魏
の
軍
営
、
シ
ー
ン
２
魏
の
軍
営
、
シ
ー
ン
３
魏
の
軍
営
、
シ
ー
ン
４
魏
の
軍
営
、 

シ
ー
ン
５
蜀
の
軍
営
、
シ
ー
ン
６
魏
の
軍
営
、
エ
ピ
ロ
ー
グ 

 

②
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
従
っ
て
、
問
題
を
解
い
た
り
、
問
題
に
沿
っ
て
脚
本
作
り
を
進
め
た
り
し
ま
す 

本
文
に
お
い
て
人
物
の
台
詞
や
心
の
声
、
ナ
レ
ー
タ
ー
の
台
詞
が
穴
あ
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
部
分
は
、「
死
諸

葛
走
生
仲
達
」
で
皆
さ
ん
に
深
め
て
ほ
し
い
こ
と
な
の
で
、
次
の
㈤
内
容
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
文
を
読
み
深
め
た
り
、
指
定
の
関
連
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
り
し
な
が
ら
、
脚
本
作
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

 

③
台
詞
は
思
い
つ
き
で
は
な
く
、
本
文
や
資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
理
由
も
話
せ
る
よ
う
に 

改
変
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
か
わ
さ
れ
た
台
詞
を
書
く
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
本
文
の
台
詞
の
前
後
や
間
に
も
台

詞
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
本
文
や
関
連
資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
、
必
然
性
や
妥
当
性
を
意
識
し
な
が
ら
付
け
加
え
ま
し
ょ

う
。「
お
腹
す
い
た
…
」「
そ
う
か
い
」
な
ど
ど
、
適
当
な
思
い
付
き
な
ら
、
す
ぐ
に
書
け
ま
す
。
た
だ
の
思
い
付
き
で
は

な
く
て
、
な
ぜ
、
こ
の
台
詞
に
し
た
の
か
と
い
う
理
由
を
話
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

④
人
物
の
基
本
的
な
口
調
は
、
脚
本
の
他
の
完
成
部
分
に
沿
っ
て
書
き
ま
す 

 

人
物
の
口
調
は
、
す
で
に
完
成
し
て
い
る
話
し
方
を
参
考
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

     

プ
リ
ン
ト
№
１
３
脚
本
作
り
の
手
引
き

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



２
５

 

㈥
脚
本
の
内
容
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

脚
本
の
内
容
に
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
九
点
を
組
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
指
示
に
従
っ
て
、
本
文
と
関
連
資
料
か
ら
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。 

＊
本
文
か
ら
の
読
み
取
り
…
…
…
ポ
イ
ン
ト
１
，
３
，
５
，
７
，
８
，
９ 

＊
関
連
資
料
か
ら
の
読
み
取
り
…
ポ
イ
ン
ト
２
，
４
，
５
，
６ 

・
関
連
資
料
に
よ
っ
て
は
、
主
張
が
反
対
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
全
て
の
資
料
を
根
拠
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
大
切
な
の
は
、
資
料
を
読
み
比
べ
て
、
問
い
に
正
対
す
る
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
。
そ
し
て
、
ど
の
資
料
か
ら
読
み

取
っ
た
か
ら
、
そ
の
脚
本
の
台
詞
を
導
い
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
説
明
で
き
る
こ
と
で
す
。 

  

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
１ 

蜀
と
魏
の
力
関
係 

】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か(

本
文) 

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
２ 

当
時
の
中
国
文
化 

】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か (

関
連
資
料) 

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
３ 

諸
葛
亮
の
挑
発 

】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か(

本
文) 

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
４ 

諸
葛
亮
の
仕
事
ぶ
り 

】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か(
関
連
資
料) 

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
５ 

司
馬
懿
の
策
略 

】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か(

関
連
資
料)(
本
文) 

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
６ 

当
時
の
戦
に
つ
い
て
の
知
識 

】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か(

関
連
資
料)  

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
７ 

姜
維
の
行
動
の
意
図 

】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か (

本
文) 

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
８ 

諸
葛
亮
の
策
略 

】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か(

本
文) 

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
９ 

司
馬
懿
の
最
後
の
台
詞
に
込
め
ら
れ
た
心
情 

】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か(

本
文) 

     

プ
リ
ン
ト
№
１
３
脚
本
作
り
の
手
引
き

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



２
６

 

㈦
脚
本
の
関
連
資
料 

●
資
料
に
よ
っ
て
は
、
主
張
が
反
対
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
全
て
の
資
料
を
根
拠
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
大
切
な
の
は
、
資
料
を
読
み
比
べ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
ど
の
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
か
ら
、
そ
の
脚
本
の
台
詞
を
導
い
た

の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
説
明
で
き
る
こ
と
で
す
。 

 

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
１ 
蜀
と
魏
の
力
関
係
】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か 

資
料
イ
…
魏
と
蜀
の
国
勢
を
以
下
の
よ
う
に
比
較
す
る
。
魏
が
十
二
州
、
六
十
六
万
戸
、
四
百
四
十
三
万
人
を
支
配
す
る
の

に
対
し
、
蜀
は
益
州
一
州
二
十
八
万
戸
、
九
十
四
万
人
を
支
配
す
る
に
過
ぎ
な
い
。(

中
公
文
庫
『
諸
葛
孔
明
』
一
九
八

五
年) 

資
料
ロ
…
五
丈
原
に
対
峙
す
る
司
馬
懿
率
い
る
魏
軍
側
は
三
十
万
、
蜀
の
三
倍
も
の
大
軍
を
擁
し
て
い
る
た
め
、
当
然
蜀
軍

が
五
丈
原
か
ら
平
原
に
折
り
立
っ
て
戦
え
ば
、
圧
倒
的
な
兵
数
で
勝
る
魏
軍
が
圧
勝
す
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
た
。
諸

葛
亮
は
魏
軍
を
挑
発
し
て
討
っ
て
出
た
と
こ
ろ
に
隙
を
見
つ
け
て
撃
退
す
る
し
か
勝
利
の
見
込
み
が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
司
馬
懿
は
長
期
戦
の
構
え
で
あ
る
。() 

資
料
ハ
…
五
丈
原
に
布
陣
し
た
諸
葛
亮
孔
明
は
、
兵
糧
の
補
給
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
。
一
方
、
魏
の
司
馬
懿
仲
達

は
、
三
十
万
の
大
軍
を
率
い
て
、
渭
水
の
南
側
に
砦
を
成
し
た
。
多
量
の
備
蓄
米
が
積
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
、
持
久
戦
に

持
ち
込
ま
れ
て
も
心
配
な
い
と
踏
ん
で
い
た
。 () 

資
料
ニ
… 

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
３ 

諸
葛
亮
の
挑
発
】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か 

資
料
ホ
…
魏
の
明
帝
は
司
馬
懿
に
対
し
て
、
蜀
に
討
っ
て
出
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
。
天
才
軍
師
で
あ
る
諸
葛
亮
を
畏
れ
て

い
た
か
ら
だ
。
諸
葛
亮
は
婦
人
用
の
髪
飾
り
と
着
物
を
司
馬
懿
に
送
り
付
け
て
「
男
な
ら
戦
え
。
さ
も
な
く
ば
女
装
で
も

し
て
物
笑
い
に
な
る
が
よ
い
。」
と
嘲
笑
っ
て
、
挑
発
す
る
。
怒
っ
た
司
馬
懿
は
明
帝
に
決
戦
の
許
し
を
請
う
が
、
許
さ

れ
ず
、
出
撃
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。() 

資
料
へ
…
『
漢
晋
春
秋
』
に
よ
る
と
、
司
馬
懿
は
も
と
も
と
積
極
的
に
蜀
と
戦
う
つ
も
り
も
な
か
っ
た
が
、
挑
発
行
為
に
対

し
て
熱
く
な
っ
て
い
る
部
下
た
ち
に
戦
う
意
志
が
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
明
帝
に
蜀
と
戦
う

許
し
を
請
う
た
と
し
て
い
る
。() 

      

プ
リ
ン
ト
№
１
３
脚
本
作
り
の
手
引
き

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
４ 

諸
葛
亮
の
仕
事
ぶ
り
】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か 

資
料
ト
…
も
と
も
と
孔
明
は
、
自
分
に
い
く
ら
か
で
も
責
任
あ
る
仕
事
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
人
任
せ
に
で
き
な
い
た
ち
で
あ

っ
た
。
成
都
で
丞
相
府
の
務
め
に
忙
し
い
と
き
で
も
、
小
さ
い
と
こ
ろ
ま
で
、
目
配
り
、
気
配
り
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
お

そ
ら
く
五
丈
原
の
陣
中
で
も
事
情
は
同
じ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。() 

資
料
チ
…
有
能
で
あ
る
が
ゆ
え
に
諸
葛
亮
は
、
す
べ
て
の
仕
事
を
自
分
で
背
負
い
込
ん
だ
。
本
来
、
丞
相
と
い
う
国
家
全
体

の
責
任
者
が
、
軍
を
率
い
て
自
ら
戦
う
必
要
な
ど
は
な
い
。
あ
ま
り
の
激
務
ぶ
り
に
、
見
か
ね
た
部
下
が
「
す
べ
て
の
仕

事
を
気
に
か
け
る
こ
と
は
お
や
め
く
だ
さ
い
」
と
進
言
し
た
こ
と
が
あ
る
。
自
分
を
心
配
し
て
く
れ
る
部
下
の
言
葉
に
、

諸
葛
亮
は
喜
び
、
感
謝
を
し
た
の
だ
が
、
結
局
は
全
て
の
仕
事
を
こ
な
し
続
け
た
。
責
任
感
が
彼
を
駆
り
立
て
た
の
で
あ

る
。 

資
料
…
リ 

                



 
【 

🐼
ポ
イ
ン
ト
２ 

当
時
の
中
国
文
化
】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か 

資
料
ヌ
…
孔
明
は
使
者
に
婦
人
用
の
髪
飾
り
と
白
絹
の
喪
服
を
持
た
せ
て
司
馬
懿
の
本
陣
へ
と
送
り
付
け
る
。() 

資
料
ル
…
三
国
時
代
の
風
俗
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
こ
の
時
代

は
混
乱
し
、
紙
幣
価
値
も
下
が
り
、
貧
し
い
時
代
で
も
あ
っ
た
た
め
、
裕
福
で
身
分
の
高
い
人
の
み
、
絹
を
使
用
し

た
服
を
着
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

資
料
ヲ
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

資
料
…
ワ 

 
 

 

【 
🐼

ポ
イ
ン
ト
６ 

当
時
の
戦
に
つ
い
て
の
知
識
】
を
組
み
込
ん
で
い
る
か 

資
料
カ
…
一
方
司
馬
懿
は
住
民
の
通
報
に
よ
っ
て
初
め
て
蜀
軍
の
撤
退
を
知
り
、
急
遽
軍
勢
を
率
い
て
追
撃
し
た
が
、
撤
退

中
の
蜀
軍
の
後
詰
め
が
反
転
、
陣
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
反
撃
す
る
気
配
を
見
せ
た
の
で
、
待
ち
伏
せ
を
警
戒
し
て
戦
わ

ず
に
引
き
返
し
た
。( 

) 

資
料
ヨ
…
蜀
軍
は
こ
の
危
機
に
面
し
て
、
わ
ざ
と
旗
の
向
き
を
変
え
、
出
撃
の
軍
鼓
を
鳴
ら
し
て
威
嚇
し
て
、
反
撃
の
態
勢

を
見
せ
た
の
で
、
～(

中
略)

。 
 

( 
) 

    



      



３
１

 

 
 

 

二
二
〇
年
、
魏
の
曹
ひ
が
後
漢
を
滅
ぼ
し
帝
位
に
つ
く
と
、
蜀
の
劉
備
・
呉
の
孫
権

も
相
次
い
で
建
国
し
、
三
国
時
代
が
始
ま
っ
た
。 

 

二
三
四
年
、
強
大
な
魏
に
対
し
て
、
蜀
は
重
臣
・
諸
葛
亮
の
知
略
を
も
っ
て
対
抗
し

よ
う
と
し
た
。
蜀
の
諸
葛
亮
は
十
万
も
の
軍
勢
を
引
き
連
れ
、
魏
の
討
伐
へ
と
向
か

い
、
五
丈
原
に
て
戦
い
の
火
蓋
が
切
り
落
と
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
魏
の
大
将
軍
で
あ
る
司
馬
懿
は
な
か
な
か
諸
葛
亮
と
戦
お
う
と
し
な
か

っ
た
。 

     

      

「
中
国
古
代
の
服
飾
研
究
」
沈
従
文
著
・
京
都
書
院
（
絶
版
） 

「
中
国
服
装
史 

五
千
年
の
歴
史
を
検
証
す
る
」
華
梅
著
・
白
帝
社 

「
中
国
古
代
甲
冑
図
鑑
」
劉
永
華
著
・
ア
ス
ペ
ク
ト
（
絶
版
） 

「
中
国
古
代
の
生
活
史
」
林
巳
奈
夫
著
・
吉
川
弘
文
館 

          

    

 

脚
本 



３
２

 

 

№ 

⑸
乃
ち
遺
る

に
巾
幗
婦
人

の
服
を
以
つ

て
す
。 

 

⑹
亮
の
使
者

懿
の
軍
に
至

る
。 

 

⑺
懿
其
の
寝

食
及
び
事
の

煩
簡
を
問
ひ

て
、
戎
事
に 

及
ば
ず
。 

 

⑻
使
者
曰
は

く
、
「
諸
葛
公

夙
に
興
き
夜

に
寐
ね
、
罰
二

十
以
上
は
皆

親
ら
覧
る
。
噉

食
す
る
所
は

数
升
に
至
ら

ず
。」
と
。 

 

⑼
懿
人
に
告

げ
て
曰
は
く
、

「
食
少
な
く

事
煩
は
し
。 

 

本
文 

【
例
】 

〇
魏
の
軍
営 

・
諸
葛
亮
の
使
者
が
、
司
馬
懿
の
軍
営
を
訪
ね
た
。 

蜀
の
使
者
「
わ
が
君
主
か
ら
の
贈
り
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。」 

・
使
者
が
箱
を
開
け
る
。
息
を
の
む
魏
の
家
臣
た
ち
。
少
し
驚
く
司
馬
懿
。 

魏
の
家
臣
「（
激
高
し
な
が
ら
）
な
ん
と
…
こ
れ
女
物
の
衣
服
で
は
な
い
か
！
」 

 
 

 

脚
本 

プ
リ
ン
ト
№
１
６
脚
本
作
り
の
手
引
き

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



３
３

 

 

        

⑽
其
れ
能
く

久
し
か
ら
ん

や
。」
と
。 

 

⑾

赤

く

し

て
芒
あ
り
。 

 

⑿

亮

病

篤

し
。 

 

⒀

大

星

有

り
、
亮
の
営

中
に
墜
つ
。 

 

⒁

未

だ

幾

な

ら

ず

し

て
亮
卒
す
。 

                  

本
文 

 
脚
本 

プ
リ
ン
ト
№
１
６
脚
本
作
り
の
手
引
き

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



３
４

 

  

⒂
長
史
楊
儀
軍

を
整
へ
て
還
る
。 

 

⒃
百
姓
奔
り
て

懿
に
告
ぐ
。 

 

⒄
懿
之
を
追
ふ
。 

 

⒅
姜
維
儀
を
し

て
旗
を
反
し
鼓

を
鳴
ら
し
て
、
将

に
懿
に
向
か
は

ん
と
す
る
が
ご

と
く
せ
し
む
。 

 

⒆
懿
敢
へ
て
逼

ら
ず
。 

 

⒇
百
姓
之
が
諺

を
為
り
て
曰
は

く
、「
死
せ
る
諸
葛

生
け
る
仲
達
を
走

ら
す
。」
と
。 

 

(21) 

懿
笑
ひ
て
曰
は

く
、「
吾
能
く
生
を
料

る
も
、
死
を
料 

る
能
は
ず
。」
と
。 

  

本
文 

 

脚
本 

プ
リ
ン
ト
№
１
６
脚
本
作
り
の
手
引
き

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



３
５

 

 

脚
本
の
評
価
に
つ
い
て 

㈠
課
題
内
容 

「
死
諸
葛
走
生
仲
達(

三
国
志)

」
を
読
ん
で
、
史
伝
の
面
白
さ
や
特
徴
を
理
解
し
て
、
登
場
人
物
の
複
雑
な
人
間

関
係
や
心
理
描
写
を
反
映
さ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
を
作
り
な
さ
い
。 

 ㈡
課
題
の
条
件 

 

①
設
定
は
事
前
に
指
定
し
ま
す 

時
、
場
所
、
人
物
な
ど
の
設
定
は
指
定
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
脚
本
作
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

全
員
を
登
場
さ
せ
、
新
し
い
人
物
を
出
す
な
ど
の
変
更
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

②
台
詞
の
数
を
二
倍
か
ら
三
倍
に
増
や
し
ま
す 

本
文
に
お
い
て
台
詞
は
四
個
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
二
倍
か
ら
三
倍(

八
個
か
ら
十
二
個)

に
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

 

③
台
詞
は
行
間
を
埋
め
ま
す 

改
変
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
か
わ
さ
れ
た
台
詞
を
書
く
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。 

 

本
文
の
台
詞
の
前
後
や
間
に
も
台
詞
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
関
連
資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
、
必
然
性
や
妥
当

性
を
意
識
し
な
が
ら
付
け
加
え
ま
し
ょ
う
。 

④
人
物
の
口
調
は
見
本
に
沿
っ
て
書
き
ま
す 

人
物
の
口
調
は
、『
』
の
話
し
方
を
見
本
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

㈢
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価 

 

 
 

 

        

  評価の

観点 

課題の条

件を満た

している 

様々な資料から読

み取ったことを関

連付けて補完する 

適切に体裁

を整える 

レ ベ ル

３ 

4 つ全て

の課題の

条件を満

たしてい

る。 

本文からは読み取

れなかったこと

を、様々な関連す

る文章から読み取

って関連づけ、補

って記述してい

る。 

文体の統一

をするとと

もに、誤字脱

字やねじれ

のない推敲

された文章

になってい

る。 

レ ベ ル

２ 

課題の条

件を３つ

満たして

いる。 

本文には書いてい

なかったことを、

特定の文章のみか

らそのまま補って

記述している。 

いくつか文

法上の間違

いはあるが、

ほぼ正確に

書けている。 

レ ベ ル

１ 

２つ以下

の課題の

条件を満

たしてい

る。 

本文から読み取れ

ることのみ記述し

ている。 

文法上の間

違いが多い。 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



３
６

 

㈣
中
間
報
告 

Ａ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
自
己
評
価  

 ≪
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
自
己
評
価
の
手
順≫

 

手
順
① 
左
記
の
表
を
見
て
、
評
価
の
観
点
ご
と
に
、
自
分
の
解
答
が
そ
の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
の
か
評
価
し

ま
す
。
該
当
す
る
欄
に
直
接
〇
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
② 

全
て
の
観
点
を
自
己
評
価
し
た
ら
、
合
計
点
を
だ
し
ま
す
。 

レ
ベ
ル
１
を
一
点
、
レ
ベ
ル
２
を
二
点
、
レ
ベ
ル
３
を
三
点
と
し
て
採
点
し
、
最
高
点
を
九
点
、
最

低
点
を
三
点
と
し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
の
下
の
空
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

 

 ≪

自
己
評
価
を
し
て
み
ま
し
ょ
う≫

 

             

  

  評価の観点 課題の条件を満たし

ている 

様々な資料から読み取

ったことを関連付けて

補完する 

適切に体裁を整え

る 

レベル３ 4 つ全ての課題の条

件を満たしている。 

本文からは読み取れな

かったことを、様々な

関連する文章から読み

取って関連づけ、補っ

て記述している。 

文体の統一をする

とともに、誤字脱

字やねじれのない

推敲された文章に

なっている。 

レベル２ 課題の条件を３つ満

たしている。 

本文には書いていなか

ったことを、特定の文

章のみからそのまま補

って記述している。 

いくつか文法上の

間違いはあるが、

ほぼ正確に書けて

いる。 

 

レベル１ ２つ以下の課題の条

件を満たしている。 

本文から読み取れるこ

とのみ記述している。 

文法上の間違いが

多い。 

課題の条件を満た

している 

 

 

 

 

     点 

様々な資料から読み取った

ことを関連付けて補完する 

 

 

 

 

      点 

     点 

適切に体裁を 

整える 

 

 

 

 

     点 

  

合計 

 

 

 

 

     点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



３
７

 

 
Ｂ
内
容
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
自
己
評
価 

脚
本
の
内
容
を
読
み
返
し
て
、
組
み
込
ま
れ
て
い
る
要
素
に
は
チ
ェ
ッ
ク(

✓)

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

✓
を
付
け
た
数
を
数
え
て
、
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

□
１
・
諸
葛
亮
の
挑
発
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
２
・
司
馬
懿
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
３
・
諸
葛
亮
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
４
・
楊
儀
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
５
・
姜
維
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
６
・
司
馬
懿
が
最
後
の
言
葉
に
込
め
た
気
持
ち
を
組
み
込
ん
で
い
る 

≪

補
足
設
定
的
な
こ
と≫

 

□
７
・
当
時
の
中
国
文
化
を
反
映
さ
せ
て
い
る(

服
装
な
ど) 

□
８
・
当
時
の
戦
に
つ
い
て
の
知
識
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
９
・
星
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
考
え
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
０
・
蜀
と
魏
の
力
関
係
と
、
蜀
が
魏
の
討
伐
を
続
け
る
理
由
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
１
１
・
諸
葛
亮
の
当
時
就
い
て
い
た
役
職
と
そ
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
２
・
人
物
同
士
の
力
関
係
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

    

 

 

 

 

   点／12点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



３
８

 

㈤
作
品
発
表
会 

Ａ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
自
己
評
価  

 ≪
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
自
己
評
価
の
手
順≫

 

手
順
① 
左
記
の
表
を
見
て
、
評
価
の
観
点
ご
と
に
、
自
分
の
解
答
が
そ
の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
の
か
評
価
し

ま
す
。
該
当
す
る
欄
に
直
接
〇
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
② 

全
て
の
観
点
を
自
己
評
価
し
た
ら
、
合
計
点
を
だ
し
ま
す
。 

レ
ベ
ル
１
を
一
点
、
レ
ベ
ル
２
を
二
点
、
レ
ベ
ル
３
を
三
点
と
し
て
採
点
し
、
最
高
点
を
九
点
、
最

低
点
を
三
点
と
し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
の
下
の
空
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

 

 

≪

自
己
評
価
を
し
て
み
ま
し
ょ
う≫

 

            

   

  評価の観点 課題の条件を満たし

ている 

様々な資料から読み取

ったことを関連付けて

補完する 

適切に体裁を整え

る 

レベル３ 4 つ全ての課題の条

件を満たしている。 

本文からは読み取れな

かったことを、様々な

関連する文章から読み

取って関連づけ、補っ

て記述している。 

文体の統一をする

とともに、誤字脱

字やねじれのない

推敲された文章に

なっている。 

レベル２ 課題の条件を３つ満

たしている。 

本文には書いていなか

ったことを、特定の文

章のみからそのまま補

って記述している。 

いくつか文法上の

間違いはあるが、

ほぼ正確に書けて

いる。 

 

レベル１ ２つ以下の課題の条

件を満たしている。 

本文から読み取れるこ

とのみ記述している。 

文法上の間違いが

多い。 

課題の条件を満た

している 

 

 

 

 

     点 

様々な資料から読み取った

ことを関連付けて補完する 

 

 

 

 

      点 

     点 

適切に体裁を 

整える 

 

 

 

 

     点 

  

合計 

 

 

 

 

     点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



３
９

 

 
Ｂ
内
容
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
自
己
評
価 

脚
本
の
内
容
を
読
み
返
し
て
、
組
み
込
ま
れ
て
い
る
要
素
に
は
チ
ェ
ッ
ク(

✓)

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

✓
を
付
け
た
数
を
数
え
て
、
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

□
１
・
諸
葛
亮
の
挑
発
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
２
・
司
馬
懿
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
３
・
諸
葛
亮
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
４
・
楊
儀
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
５
・
姜
維
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
６
・
司
馬
懿
が
最
後
の
言
葉
に
込
め
た
気
持
ち
を
組
み
込
ん
で
い
る 

≪

補
足
設
定
的
な
こ
と≫

 

□
７
・
当
時
の
中
国
文
化
を
反
映
さ
せ
て
い
る(

服
装
な
ど) 

□
８
・
当
時
の
戦
に
つ
い
て
の
知
識
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
９
・
星
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
考
え
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
０
・
蜀
と
魏
の
力
関
係
と
、
蜀
が
魏
の
討
伐
を
続
け
る
理
由
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
１
１
・
諸
葛
亮
の
当
時
就
い
て
い
た
役
職
と
そ
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
２
・
人
物
同
士
の
力
関
係
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

    

 

 

 

 

   点／12点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



４
０

 

㈥
作
品
発
表
会 

Ａ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
相
互
評
価  

 ≪
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
相
互
評
価
の
手
順≫

 

手
順
① 
左
記
の
表
を
見
て
、
評
価
の
観
点
ご
と
に
、
自
分
の
解
答
が
そ
の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
の
か
評
価
し

ま
す
。
該
当
す
る
欄
に
直
接
〇
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
② 

全
て
の
観
点
を
自
己
評
価
し
た
ら
、
合
計
点
を
だ
し
ま
す
。 

レ
ベ
ル
１
を
一
点
、
レ
ベ
ル
２
を
二
点
、
レ
ベ
ル
３
を
三
点
と
し
て
採
点
し
、
最
高
点
を
九
点
、
最

低
点
を
三
点
と
し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
の
下
の
空
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

  

             

   

  評価の観点 課題の条件を満たし

ている 

様々な資料から読み取

ったことを関連付けて

補完する 

適切に体裁を整え

る 

レベル３ 4 つ全ての課題の条

件を満たしている。 

本文からは読み取れな

かったことを、様々な

関連する文章から読み

取って関連づけ、補っ

て記述している。 

文体の統一をする

とともに、誤字脱

字やねじれのない

推敲された文章に

なっている。 

レベル２ 課題の条件を３つ満

たしている。 

本文には書いていなか

ったことを、特定の文

章のみからそのまま補

って記述している。 

いくつか文法上の

間違いはあるが、

ほぼ正確に書けて

いる。 

 

レベル１ ２つ以下の課題の条

件を満たしている。 

本文から読み取れるこ

とのみ記述している。 

文法上の間違いが

多い。 

課題の条件を満た

している 

 

 

 

 

     点 

様々な資料から読み取った

ことを関連付けて補完する 

 

 

 

 

      点 

     点 

適切に体裁を 

整える 

 

 

 

 

     点 

  

合計 

 

 

 

 

     点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



４
１

 

 
Ｂ
内
容
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
相
互
評
価 

脚
本
の
内
容
を
読
み
返
し
て
、
組
み
込
ま
れ
て
い
る
要
素
に
は
チ
ェ
ッ
ク(

✓)

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

✓
を
付
け
た
数
を
数
え
て
、
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

□
１
・
諸
葛
亮
の
挑
発
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
２
・
司
馬
懿
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
３
・
諸
葛
亮
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
４
・
楊
儀
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
５
・
姜
維
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
６
・
司
馬
懿
が
最
後
の
言
葉
に
込
め
た
気
持
ち
を
組
み
込
ん
で
い
る 

≪

補
足
設
定
的
な
こ
と≫

 

□
７
・
当
時
の
中
国
文
化
を
反
映
さ
せ
て
い
る(

服
装
な
ど) 

□
８
・
当
時
の
戦
に
つ
い
て
の
知
識
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
９
・
星
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
考
え
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
０
・
蜀
と
魏
の
力
関
係
と
、
蜀
が
魏
の
討
伐
を
続
け
る
理
由
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
１
１
・
諸
葛
亮
の
当
時
就
い
て
い
た
役
職
と
そ
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
２
・
人
物
同
士
の
力
関
係
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

    

 

 

 

 

   点／12点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



４
２

 

 
㈦
教
科
担
当
か
ら 

Ａ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
相
互
評
価  

 ≪

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
相
互
評
価
の
手
順≫

 

手
順
① 

左
記
の
表
を
見
て
、
評
価
の
観
点
ご
と
に
、
自
分
の
解
答
が
そ
の
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
の
か
評
価
し

ま
す
。
該
当
す
る
欄
に
直
接
〇
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
② 

全
て
の
観
点
を
自
己
評
価
し
た
ら
、
合
計
点
を
だ
し
ま
す
。 

レ
ベ
ル
１
を
一
点
、
レ
ベ
ル
２
を
二
点
、
レ
ベ
ル
３
を
三
点
と
し
て
採
点
し
、
最
高
点
を
九
点
、
最

低
点
を
三
点
と
し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
表
の
下
の
空
欄
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

  

             

  

  評価の観点 課題の条件を満たし

ている 

様々な資料から読み取

ったことを関連付けて

補完する 

適切に体裁を整え

る 

レベル３ 4 つ全ての課題の条

件を満たしている。 

本文からは読み取れな

かったことを、様々な

関連する文章から読み

取って関連づけ、補っ

て記述している。 

文体の統一をする

とともに、誤字脱

字やねじれのない

推敲された文章に

なっている。 

レベル２ 課題の条件を３つ満

たしている。 

本文には書いていなか

ったことを、特定の文

章のみからそのまま補

って記述している。 

いくつか文法上の

間違いはあるが、

ほぼ正確に書けて

いる。 

 

レベル１ ２つ以下の課題の条

件を満たしている。 

本文から読み取れるこ

とのみ記述している。 

文法上の間違いが

多い。 

課題の条件を満た

している 

 

 

 

 

     点 

様々な資料から読み取った

ことを関連付けて補完する 

 

 

 

 

      点 

     点 

適切に体裁を 

整える 

 

 

 

 

     点 

  

合計 

 

 

 

 

     点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



４
３

 

  

Ｂ
内
容
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
相
互
評
価 

脚
本
の
内
容
を
読
み
返
し
て
、
組
み
込
ま
れ
て
い
る
要
素
に
は
チ
ェ
ッ
ク(

✓)

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

✓
を
付
け
た
数
を
数
え
て
、
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

□
１
・
諸
葛
亮
の
挑
発
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
２
・
司
馬
懿
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
３
・
諸
葛
亮
の
策
略
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
４
・
楊
儀
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
５
・
姜
維
の
行
動
の
意
図
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
６
・
司
馬
懿
が
最
後
の
言
葉
に
込
め
た
気
持
ち
を
組
み
込
ん
で
い
る 

≪

補
足
設
定
的
な
こ
と≫

 

□
７
・
当
時
の
中
国
文
化
を
反
映
さ
せ
て
い
る(

服
装
な
ど) 

□
８
・
当
時
の
戦
に
つ
い
て
の
知
識
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
９
・
星
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
考
え
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
０
・
蜀
と
魏
の
力
関
係
と
、
蜀
が
魏
の
討
伐
を
続
け
る
理
由
を
組
み
込
ん
で
い
る 

□
１
１
・
諸
葛
亮
の
当
時
就
い
て
い
た
役
職
と
そ
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
反
映
さ
せ
て
い
る 

□
１
２
・
人
物
同
士
の
力
関
係
を
反
映
さ
せ
て
い
る 

  

 

 

 

 

   点／12点 

プ
リ
ン
ト
№
１
７
脚
本
の
評
価
に
つ
い
て

 

５
脚
本
の
手
引
き

 



４
４

 

プ
リ
ン
ト
№
１
９ 

グ
ル
ー
プ
協
議
の
手
引
き 

 

集
団
で
議
論
を
重
ね
、
何
ら
か
の
結
論
を
出
す
必
要
が
あ
る
場
合
は
多
い
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
中
か
ら
、
よ

い
結
論
を
導
き
出
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
議
論
の
建
設
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
い
の
練

習
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

㈠
話
し
合
い
の
仕
方 

グ
ル
ー
プ
で
効
果
的
な
議
論
を
す
る
た
め
に
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
役
割
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
の
も
一
つ
の
方
法

で
す
。
次
の
よ
う
な
役
割
を
分
担
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

手
順
１ 

役
割
分
担
を
す
る 

・
司
会
者
…
全
体
の
司
会
、
進
行 

・
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
…
時
間
を
計
り
、
制
限
時
間
ま
で
の
残
り
時
間
を
知
ら
せ
ま
す 

・
記
録
係
…
会
議
の
発
言
を
メ
モ
し
、
議
事
録
に
ま
と
め
ま
す 

手
順
２ 

テ
ー
マ
と
制
限
時
間
を
決
め
て
話
し
合
い
ま
す 

㈡
司
会
の
役
割 

◆
ポ
イ
ン
ト 

※
司
会
者
の
役
割 

司
会
者
に
な
っ
た
人
は
、
話
し
合
い
の
中
で
次
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
、
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

・
議
題
確
認
…
何
に
つ
い
て
話
し
合
う
の
か 

・
進
行
手
順
の
確
認
…
ど
の
よ
う
に
話
し
合
う
の
か 

・
発
言
促
進
…
指
名
、
促
し
、
な
ど 

・
論
点
整
理
…
議
論
の
流
れ
を
各
所
で
ま
と
め
る 

・
軌
道
修
正
…
論
点
が
ず
れ
て
き
た
ら
本
筋
に
戻
す 

・
ま
と
め
…
意
見
の
共
通
点
を
整
理
し
、
結
論
を
ま
と
め
る 

 

※
話
し
合
い
で
大
切
な
こ
と 

・
他
の
人
の
発
言
を
途
中
で
さ
え
ぎ
ら
ず
、
最
後
ま
で
耳
を
傾
け
る 

・
発
言
す
る
と
き
に
は
、
何
に
つ
い
て
話
す
か
を
初
め
に
示
す 

・
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
発
言
す
る
。
今
、
何
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
話
し
合
っ
て
い
る
の
か
を
意
識
す
る
。 

・
前
の
人
の
発
言
と
の
関
係(

賛
成
・
反
対
な
ど)

に
注
意
し
、
そ
れ
が
わ
か
る
よ
う
に
話
す
。 

・
自
分
の
意
見
を
明
確
に
示
し
、
そ
の
理
由
を
添
え
る
よ
う
に
す
る
。 

・
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
結
論
に
た
ど
り
着
く
か
を
意
識
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
参
加
す
る
。 

◆
チ
ェ
ッ
ク 

・
司
会
者
な
ど
の
役
割
を
理
解
し
、
建
設
的
な
議
論
に
な
る
よ
う
に
協
力
し
な
が
ら
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
話
し
合
い
に
積
極
的
に
参
加
し
、
結
論
を
出
す
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

プ
リ
ン
ト
№
１
８
グ
ル
ー
プ
協
議
の
手
引
き

の
手
引
き

 



 

                                              ４５ 

                                             プリント№１９全体の振り返り 

全体の振り返りカード                            

４年(  )組(   )番(         ) 

6時間お疲れ様！ 

 プリント№７を見返しながら、自分を振り返りましょう。 

≪振り返り≫は、学習課題を解決するために欠かせないものです！自分自身が≪習得したこととわからなかったことを見つめる≫

ことで、課題解決のために、次に自分がすべき小さな課題が発見でき、答えに近づいていけます。また、教科担当も読ませてもら

い、より良い授業作りに生かしたいと思います♪ 

①必須：あなたがこの時間で習得したことはなんですか？              

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

②必須：あなたがこの時間でわからなかったことは何ですか？           

 

   

 

 

                                               

 



プリント№２０事後アンケート 

                 ４７ 

古典探究【事後アンケート】   ４年（ ）組（ ）番（            ） 

◆今回の６時間分の授業について、良いと思ったところ、やりにくいと思ったところなど、感じたことを自由に、

できるだけ詳しく回答してください。 

それぞれの項目の４～１の数字のあてはまるところに、一つずつ〇をつけましょう。 

４：とてもあてはまる ３：少しあてはまる ２：あまりあてはまらない １：全くあてはまらない 

 

◆漢文について 

①漢文は好きです。 ‥……………………………………………………………‥‥‥                           

  理由 

 

 

②漢文の勉強で困っていることはあります。 ‥………………………………‥‥‥                                       

具体的に 

 

 

③三国志は好きです。 ‥……………………………………………………………‥‥‥                           

理由 

 

 

◆授業形態について  

④教員からの講義だけでなく、友達との話し合いを多用して進める授業‥…‥… 

は、わかりやすいです。 

  理由 

 

⑤設定された課題を通して、調査(Research)→計画(Plan)→実施(Do)→‥…‥… 

評価(Check)→改善(Action)という流れで進める授業はわかりやすいです。 

  理由 

 

◆ルーブリックについて  

⑥ルーブリック(評価のための判断基準表)を事前に提示して評価を行う‥…‥… 

授業はわかりやすいです。 

理由 

 

◆探究ブックについて 

⑦各自で課題解決できるように、予習の仕方や脚本の書き方や話し合いの仕方‥…‥… 

等の手引きなどのプリントを収録した探究ブックは、理解の助けとなり、 

わかりやすいです。 

理由 

 

                                         ◆裏面あります。 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 

４－３－２－１ 

 



プリント№２０事後アンケート 

                 ４７ 

◆その他 

⑧上記以外で伝えたいことがあれば、何でも書いてください。 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。ご協力ありがとうございました！ 


